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第一章　政略結婚は突然に








　西にし浜むら愛まな美みの家系は複雑だった。

　父親は、業界第四位の石油元売会社、ニシハマ産業の二代目。簡潔にいえば、愛美は社長令嬢である。

　それだけなら説明はあっさりと終わるのだが、正妻の娘ではなく、妾の娘。要は、愛人の子どもということで、話は複雑化する。小学五年生のときに実母が病死し、その後は跡継ぎのいなかった実父のところに引き取られることになった。

　実母と暮らしていたときは、母子家庭ということもあり決して裕福な生活はできなかった。お金には恵まれなかったが、実母は愛美のことを大事に育ててくれたため、楽しい日々を送っていた。

　だが、父親に引き取られ、義母と共に生活するようになってからは大変だった。確かに衣食住は満たされるし、一般的な生活よりかは上質な暮らしをすることはできた。

　それはありがたいことだったが、義母は絶対に愛美を愛してはくれなかった。子宝に恵まれなかったからか、愛人の娘だからか、その両方か──義母は血の繋がっていない愛美に冷淡だった。

　そして、自分は父親のビジネスの駒になるために引き取られたのだと散々教えて込まれてきた。

　愛美は頑張り屋という性格もあり、西浜家の金の力でいい教育を受けられるようになると、成績がぐんと伸びていった。名門中学に入学し、エスカレーター式に大学を卒業。実際に勉学に励んだのは愛美であるが、義母は家のおかげだと常に口にしていた。

（でも、お母さんと一緒だったら、今の私はいなかった……）

　今が幸せなわけでも、昔が不幸なわけでもない。ただ事実として、お金があったからいい教育を受けられ、高い学費の学校へ通うことができたのだ。それをわかっているからこそ虚しさを感じるし、感謝はできないが、思い切って反抗するほど義母を恨むこともできなかった。

　こうして大学を卒業した愛美は、義母の命令もあり、業界第二位の大手ＴＶＡエネルギー株式会社に入社することになった。

　詳しい説明は受けていないが、おそらく親同士の話し合いがあったのだろう。同じ業界にいるライバルであると同時に仲間でもあるし、業界四位のニシハマ産業からしたら大手に媚びを売るチャンスでもある。二位のＴＶＡ社からしたら手懐けるきっかけにもなるのだろう。

　最近、ニシハマ産業の業績も落ちていると聞いているし、愛美の存在をどう扱うか両親は考えているに違いなかった。

　こうして、ＴＶＡ社に入社して数年。愛美は二十七歳となった。年齢を考えると、そろそろ結婚の時期だ。現在手にしている自由は一体いつまであるのかなと思うと、どうしても遠くを見てしまう。

「西浜、ぼうっとしてるぞ」

　こてん、と頭を紙束で叩かれ、我に返る。視線を上げると、愛美の上司でもある、滝たき本もとがいた。役職は部長。

　身長一八〇センチメートルを越え、学生時代は水泳をやっていたこともあり、かなり引き締まった身体をしている。黒い髪はすっきりと整えられ、野獣のような眼光は常に冷静さを携えていた。鼻筋がとおり、ルックスもスタイルもいいため、女子社員にとても人気である。

　単純に眉目秀麗な見た目だけはなく、ＴＶＡ社の御曹司という肩書きもあり、様々な美女が彼を狙っているという。肩書きだけの無能ならまだしも、入社早々新規事業を立ち上げるなど会社に対する貢献も厚い。二十九歳という若い年齢ながら、すでに次期社長として期待する声が上がっている人物だ。

「今度はなんで俺をじっと見ているんだ？」

「いえ。滝本さんって本当にイケメンだなと」

　ぽかっ、と今度は強めに叩かれる。

　おそらく、滝本に面と向かって軽口を言える女性は愛美くらいしかいないだろう。整った顔立ちをしているため大抵の女性はその美しさに目を奪われるし、彼に評価してもらおうと自分をよく見せようとする。

　対する愛美は、自分のバックボーンのこともあり、基本的に怖いもの知らず。若い頃は自分の環境に悩んだこともあったが、天国へ行った実母も「楽しみなさい」と後押ししてくれると思い、今の状況で頑張ろうと考えていた。

　失うものがないから失う怖さがない。最後は親の傀儡になることがわかっているからこそ、どうなろうと関係ないのだ。

　別に滝本が嫌いなわけではない。むしろ、好意的に思っている。好意的というのは、決して恋愛感情ではなく、どこか同じ生き物のような感じがしているからだ。互いに社長の子どもという肩書きだけではなく、彼が目の奥に宿している冷たい光のようなものを好ましく思っていた。

（似てるのよね、私と）

　冷徹な瞳はよくいえばクール。悪くいうと、冷たい。

　冷静沈着で誰にでも優しい上司でもあるが、それはただ誰にも興味がないということ。

　自分の将来が人に決められて、あくまで自分はそのレールの上を歩いているという諦めが宿った瞳だった。なんとなくであるが、愛美は彼の考えがわかる。

　恋愛感情はないが、そういったところに好意を感じている。

「悪いが、このデータを修正してもらえるか。担当が帰ってしまって誰も頼む相手がいないんだ」

「お安い御用です」

　安請け合いといえばそのとおりだが、こうして誰かに頼られるというのは嫌いじゃない。家に帰ってもすることがないし、少しでも残業代を稼いだ方がお得というものだ。

「それで、西浜。よかったらなんだが、仕事が終わったら飲みに行かないか？」

「仕事の話でしょうか？」

「いや、プライベートだ」

「ではお断りします」

　輝かしいほどの愛想笑い。

　何度も思うが、別に滝本が嫌いなわけではない。もちろん予定があるわけでも。

　ただ、彼と一緒に歩くことによって社内で変な噂が立ったらいやなのだ。ただでさえ、お互い面倒な肩書きがあるのだから、余計に尾ひれが付きやすい。

（でも、もしかしたら……）

　自分は彼に魅了されてしまうことを恐れているのだろうか。軽口を叩くのだって自らの無鉄砲な性格からだと思っているが、単にそれは自分が彼に恋をしてしまいそうだからなのかもしれない。

　相手は非の打ち所のない御曹司。いつ、コロっと来てもおかしくはないだろう。

　愛美は決して、恋愛経験が豊富なわけではない。大学生の頃に彼氏ができたことはあるが、よくわからないまま自然消滅してしまった。あのときの感情が恋だとは思わない。その程度の経験値しかないのだ。

　自覚はないが、恋に溺れ、自分が自分じゃなくなるのが怖いのかもしれない。実母のことは尊敬しているが、あくまでも愛人。自分も母のように愛に狂ってしまうのではないかという恐怖が潜在的にある。

　愛美は小さく息を吐くと、席を立った。

「コピーをとってきますので、失礼します」

　踵を返し、コピー機のところへ向かう。ちょうど壁際を通っていかないといけないのだが、

「西浜」

　と低い声で呼ばれ、くるりと振り返ると滝本の顔が視界に入った。勝ち気に唇を歪ませながら、彼は壁際に手のひらを押しあて、愛美の進路を塞いだ。

（壁ドン……！）

　漫画で見たことある！　と他人事のように考えていたが、一瞬の内に冷静になる。

「あ、あの……何でしょうか？」

「俺から逃げられると思うなよ」

　端正な顔をぐっと近づけ、真剣な眼差しを向けられる。ほんの数秒であるが、彼の瞳をじっと見つめてしまい、愛美の胸がドクンと高鳴った。

「絶対に俺のものにしてやるから」

　誰にも聞こえないように耳元で囁くと、彼は部屋から出ていってしまった。

　愛美は、そんな彼の大きな背中を呆然と見つめていた。





◆






「それで、滝本部長のお誘いを断っちゃわけ!?」

　愛美は同期の早さ苗なえと居酒屋に来ていた。家に帰ろうと会社を出たタイミングで、ちょうど早苗と会って、そのままご飯を食べようという流れになったのだ。

　企画開発部の愛美は営業部の早苗とは部署が違うのだが、何かと気が合うため、たまに一緒に遊ぶことがある。

「もったいないなぁ。次期社長だよ？　結婚すればウハウハな生活が待ってるじゃん！」

　早苗はごく一般的な家庭で生まれ育ったようだが、お金に対する執着がすごい。相手の年収など、思わずぎょっとしまうようなことを初対面でも訊くことができるのだ。それくらいサバサバしているため、愛美よりもはるかに怖いもの知らずの子だ。

「あたし、一度滝本部長を誘ったことあったけど、ガン無視だったよ？　ない胸を寄せて上げて、ボタンを開けて、谷間見せてさ。もうワンナイトでいいから抱いてほしいよね～」

「早苗、ぶっちゃけすぎ」

　男女関係なく、こんな感じの性格のため彼女は人気が高い。プライベートではぶっちゃけキャラだが、営業では相手の懐にうまく入り込む能力をもっているため、成績もいい。

「落とせなかった男、滝本部長だけかも」

　綺麗な顔立ちをしているため、狙った男は大抵落としてきたと豪語している。見栄のために嘘をつくタイプではないから、本当なのだろう。

「でさ、愛美は滝本部長のことどう思ってるの？」

「う～ん。わからないんだよね。かっこいいと思うし、尊敬できる上司なんだけどさ、恋愛感情かと言われると……」

「愛美って冷静に分析するところあるよね。彼の肩書きとか、将来とか、そんなこと二の次でさ、とにかく稼いだ金で豪遊すればいいのよ。どうせ使っても使い切れないんだろうし」

　苦笑しかできない。早苗と結婚する男性はきっと大変だろうな、と気の毒に思いつつ、彼女みたいに頼もしく生きられたらいいなと思う。

　自分の家のことだったら割り切ることができるのだが、相手がいることになるとどうしても気遣いみたいなものが出てしまう。ただ、彼女の前向きさやハングリー精神は見習ってもいいのだろう。

　グラスに口をつけ喉を潤していると、急にスマホの着信音が鳴った。取り出したスマホの画面を確認する。

　相手は──義母だ。

「誰？　部長？」

「ううん、お義母さま」

「げっ。最悪じゃん」

　義母との関係を知っている早苗は自分のことのように顔をしかめていた。

（早苗の言うとおり、お義母さまから電話が来るときっていいことじゃないんだよね）

　内心でため息をつきながら、愛美は電話に出るのだった。





◆






「久しぶりですね、愛美さん」

　実家に戻ると、義母の麻ま理り恵えが出迎えてくれた。いつもどおり愛美に冷たい視線を送り、笑顔の一つすらこぼさない。義理とはいえ、自分の娘に対して他人行儀で接するところは、徹底しすぎていてある意味尊敬できるくらいだ。

　この重苦しい空気が苦手なため、愛美は強引に自宅を離れ、今は一人暮らしをしていた。

「ご無沙汰しております、お義母さま。それで何の用でしょうか？」

「あなたの価値が活かされるときが来ました」

　言い方に引っかかりを感じるが、そんなの今に始まったことじゃない。傷つけられて麻痺してしまった心では痛みすら感じることはなかった。

　状況の読めない愛美は眉根を寄せ、

「どういうことでしょうか？」

　と尋ねた。

　麻理恵はくすりと嫌味っぽく笑い、捨てるように言葉を吐いた。

「縁談が決まりました。我が家のために嫁いでほしいのです」

　その言葉に、愛美は大して驚かなかった。

　愛美を引き取ったのも、いい教育を受けさせてきたのも、高い学費を払ってきたのも、すべてこのときのためだ。よりよい縁談をまとめるため、それこそ商品のように愛美の価値を上げてきたにすぎない。出来のいい商品が出荷されるときが来たのだ。

「覚悟しております」

「いい返事です。ここまで育てた恩を返しなさい」

「それで相手はどなたなのでしょう？」

　本当は結婚相手になど興味がなかった。誰が相手でも、西浜家のためになることをするだけなのだから。だが、自分の思いどおりになって嬉しそうにしている義母を前にしたら、尋ねずにはいられなかった。もし質問しなかったら機嫌が悪くなり、ヒステリーを起こす可能性もあったから。

　それは正解だったようで、愛美の質問を聞いた麻理恵は、一層笑みを深くして言った。

「実際に会っていただきましょう。縁談が決まったら、すぐに相手の方がこちらまで来て下さってね。本当にいい人ですわ」

「家に来ているのですか？」

　愛美は急な展開に驚きを覚えたが、麻理恵の手前、それを出さないように努めた。変に反応して、麻理恵の機嫌を損ねても厄介だ。

「そうです。……さあ、お入りになって」

　リビングの扉が開くと、大柄な男の影が近づいてきた。その顔を見て、愛美は瞠目する。

「滝本さん…………!?」

　そこにいたのは紛れもなく、上司の滝本部長だった。

　あまりに予想外な結婚相手に驚く愛美を滝本が見つめる。





◆






　それから手続きなどの処理は、両家の間で簡単に進んでいった。

　子どもの頃に思い描いた結婚とは違い、あっさりと事が進んでいくことに虚しさを通り越して、愛美は面白さを感じていた。

（うわー……覚悟はしていたけど、急展開だなぁ……）

　金持ちたちの手際のよさというか、行動力というか、バイタリティというか、本気を出すとすさまじい。

　家は後ほど準備するので、ひとまずは一緒に暮らすように、とあっという間に引っ越しも終わり、滝本が住んでいるというタワーマンションの最上階で暮らすことになった。

「というわけで、今日から妻になりました西浜……じゃなくて、滝本愛美です。よろしくお願いします」

　恭しく頭を下げる。

「びっくりな話だな。まさか俺たちが結婚なんて」

「え？　滝本さんが仕掛けたのではなく？」

　壁ドンしてまで宣戦布告してきたから、そういうものだと思っていた。

「こんなやり方、俺が望むわけないだろう。決めたのは親父たちだ。まあ、俺たちの結婚は名ばかりのもので、本当の目的はうちの会社がニシハマ産業を買収することにある。業界二位のうちと四位のニシハマ産業が合併すれば、一位になることができるからな」

　合点がいった。

　ＴＶＡ社からすれば落ち目のニシハマ産業は買収しやすいし、ニシハマ産業からすれば二位と一緒になれれば生き残ることができる。買収という金だけの関係ではなく、子どもたちを結婚させることでより強固な関係を生み出していこうという意思の表れでもあった。当事者である愛美と拓たく海みからしたら大変なことではあるが、対外的には重要な意思表示なのだろう。

「というわけだ。夫婦になったんだから、これからよろしく」

「滝本さん、意外と平気そうですね」

「親父の息子に生まれた瞬間に覚悟していたよ。むしろ、わけのわからない女と結婚するより、お前と一緒になれてよかったと思っているくらいだ。順番は逆になったが、これからは正々堂々口説いていけるな」

「よして下さい。今までの関係でいきましょうよ」

　なぜ社内でも人気で、女性には困らないであろう彼が、自分を選ぶ必要があるのか。滝本が本気だとは到底思えなかった。

　彼の意思による結婚ではないのであれば、なおさらだ。早苗の言葉ではないが、割り切って生きていくしかないのだろう。

「せっかく長い時間を一緒にいられるんだ。飲みを断るやつだからな、どうやって機会を作ろうか考えていたんだが、思いがけないチャンスをもらった。惚れさせてやるから覚悟しておけよ」

「……っ!?」

　真剣な眼差しで、愛美を追い詰めてくる。完全なる宣戦布告である。

「じゃあ、シャワー浴びてくるから。適当にくつろいでて」

　驚いた表情の愛美を見て満足げな笑みを浮かべた彼は扉を開けて、廊下へと姿を消す。

　それから、すぐさま扉から上半身を戻し、

「あと、俺たち結婚したんだから『滝本さん』はなしな」

　といたずらっぽい表情を向けてきた。

「ええ!?」

　そのとおりなのだが、愛美はぎょっとした。上目遣いで滝本を見ながら、おずおずと口を開く。

「あの……下の名前が…………わかりません」

　会社ではずっと『滝本さん』か『部長』だ。勤め先の御曹司の名前を知らないというのは確かに失礼な話ではあるが、気にしたことがなかったのだからしょうがない。

「ぷっ。マジか!?　本当に面白いやつだな、愛美は。じゃあ、俺が戻ってくるまでの宿題な」

　心底楽しそうに笑いながら、彼は今度こそ廊下へと消えていった。

　すぐにスマホで彼の名前を調べる。

（……拓たく海みさんっていうんだ）

　宿題はすぐに終わった。こういうとき、知名度があるというのは便利だ。インタビュー記事も複数ヒットし、改めて彼が注目を受けている人物だということを突きつけられた。

　誰もいなくなった部屋で、愛美はふと考える。

（これでよかった……んだよね）

　政略結婚の道具に使われることは覚悟していた。愛情を受けて育てられてはいないが、恩がないわけではない。今の自分がいるのも西浜家に引き取ってもらったからだ。

　ただ、何の助走もなく、淡々と事態が進展していくことに頭がついていかない。こういうとき、涙でも出れば感情を整理することができるのかもしれないが、溢れてくるものは何もなかった。

　そして、夫となったのが上司である拓海。

　上司と部下という仕事で線引きされた関係のときは恋愛感情を封じることは簡単だった。あくまでも仕事だけの関係だと割り切り、誘いや口説きはただの戯れだと思えばよかったのだから。

　だが、こうして一緒に暮らすとなるとどうしても彼のことを意識してしまう。

　政略結婚そのものは、そういう家だということで納得しているようだ。それは愛美も同じことで、安心している。変に憧れを持っているよりもお互いやりやすいだろう。

　ただ口説いていく、という発言はどういうことなのだろう。

　本気、なのだろうか……。

　たしかに、政略結婚といっても、冷めて割り切り過ぎている関係よりは、同居人として仲良くやれた方がいいのは確かだ。もう一歩踏み込んで好きになれればさらにいい。

　そう考えると、拓海の言動もおかしくはないのだが……。

　彼自身が多くの人から好意を持たれる人気者なだけに、口説くという言葉を素直に受け止めきれない部分があった。

　扉が開いているためかシャワーの音が聞こえてくる。

（……裸だよね？）

　当たり前のことだが考えると、男性に対する免疫がないため頬が上気してしまう。

　愛美は、高校までお嬢様学校に通っていた。大学に進学するようになってからも実家暮らしであるため、パソコンやスマホ、テレビなどは自由に使用できなかった。そんなことをする暇があるなら政略結婚する際の商品価値を上げろとばかりに、ピアノやお花の稽古をさせられていた。

　要は禁欲生活だ。

　興味がなかったといえば嘘になるが、好奇心を満たせる環境にいなかったため、水面下で欲求が熟成されていった。

　就職してからはなんとか義母を言いくるめて、夢にまで見た一人暮らしをすることにした。父親から援助の申し出もあったが、余計な恩をつくりたくないと自分の給与だけで生活することにした。

　それに、贅沢な暮らしよりも、少ないお金をやりくりする方がはるかに自分のスタイルに合っていたし、一人暮らしを始めた当初のことは楽しい思い出だ。

　自由を手に入れたことで、今までできなかった流行りの曲を聞いたり、人気のテレビ番組を見たり、大ヒット漫画を読んだりと、今までの分を発散するかのように謳歌していった。

　その中には当然、大人向けの内容のものもあった。ＴＬコミックや小説、動画など、見てはいけないと思っていたものにも手を出した。そういった大人向けの作品を見ていれば欲求も高まるもので、自らを慰める日も増えていく。

　人には言えないが、たぶん性欲は強い方だと思う。

　禁欲的な環境で育ってきたし、普段は真面目なキャラとして生活している。だけど本当は、そういったことへの欲望が強い方だった。彼氏はいたことがあり、キスまでは進んだことはあるがセックスをしたことはない。だからこそ、余計に頭の中で期待ばかりが膨らんでいった。

（私って、はしたない……）

　今も彼が裸でシャワーを浴びている姿を想像しただけで、ドキドキしてしまう。このまま拓海と生活していたらどうなるのだろうかと考えていると、

「宿題は終わったか？」

　と、お風呂を済ませたらしい拓海が部屋に戻ってきた。

「終わりましたよ。拓海さんですよね？」

「正解。口調も改めてくれないか？　名前は呼び捨てでもいいんだけど、いきなりは難しいよな。ゆっくり慣れていこう」

　拓海の問いに答えながら振り向きそちらを仰ぐと、思ってもみなかった光景が飛び込んでくる。

　平然としている拓海とは裏腹に、愛美は目を大きく見開いてわなわなと震え出した。

「あの、拓海さん……。その、お願いがあるんですけど……？」

「ん、どうした？」

「ふ、服を……服を着て下さい」

　下半身はタオルを巻いているが、上半身は一糸まとわぬ姿。引き締まった胸筋や割れた腹筋に思わず目が行ってしまい、耳まで赤くなってしまう。

「すまない、いつものクセで。……飄々としているお前がまさかそんなふうになるとはな。冷たい目で『風邪引きますよ』って言われるかと思ったら、可愛い反応するのな」

　普段飄々としているように見せているのも、こういう自分を守るためのもの。人との距離を保つことで、弱点を知られないようにしていたのだ。

　ソファに座っている愛美のところに拓海がやってきて、真っ赤に染まった耳を撫でた。

「ん……」

　耳朶を掠めた指の感触に、思わず声が出てしまう。はねのけることも逃げることもできるはずなのに、拓海の前からは動くことができなかった。

「そんな表情で俺を見つめるな。我慢できなくなる」

　意味深に投げかけられた視線にどきっと鼓動が跳ねたが、こんな自分を見せるわけにもいかず、慌てて口を開く。

「だったら、どこかへ行って下さい。今は一人に──ッ!?」

　瞬間、拓海は愛美を引き寄せると、自らの唇を重ねた。

「ンッ……!?」

　唇を塞がれた愛美は、驚きに目を見開く。視界いっぱいに拓海の整った顔が飛び込んできて、反射的に目を閉じた。

　職場ではありえない、二人の距離感。戸惑う反面、触れた唇の温もりを確かに感じて胸が高鳴ってしまう。

　唇はすぐに離れていった。

　おそるおそる目を開くが、拓海は体を引かず、自然と至近距離で見つめ合う形になった。

　突然のキスに動揺と身体が火照っていく感覚を抱きながら、愛美は口を開く。

「滝本さ──」

「その呼び方は、なしだ」

　唇に指を当てられて、遮られる。長い指が、そのまま愛美の唇を撫でた。温度を持った指先の感触はくすぐったさと同時に、キスの余韻を伝えてくるのだった。

　拓海はまっすぐに、愛美を見つめる。

「俺のことは、なんて呼ぶんだっけ？」

「た、拓海さん。近いです──」

　気が急くような思いで彼を押しのけようとするも、拓海はびくともせずに、愛美の瞳を捉えたままだ。

　絡め取るようなその視線もさることながら、押しのけようと触れた拓海の肌に意識が向いてしまう。風呂上がりで熱を持った皮膚に、浮かび上がってる鎖骨。そう太くは見えないのにがっしりとした首筋が、男性らしさを伝えてくる。

　押し返そうとした手から、力が抜ける。触れていることに対する羞恥と、もっと触れてみたいという欲求を覚え──そんな自らに含羞が湧き上がる。

　半裸の拓海がすぐそばにいる。突然の口づけで止まった頭が動き出すと、その事実に愛美は狼狽し、再びフリーズしてしまった。

　そんな彼女を見て、拓海は優しげな、しかしどこか野性的な笑みを浮かべる。その笑みに引き寄せられるのを避けるように、愛美は顔をそらした。真っ赤になった頬を見られてしまうが、その恥ずかしさ以上に、彼の顔を見つめてはいられなかった。

「結婚するんだから、しっかりと夫婦にならないとな──」

　愛美がその言葉の意味を理解する前に、拓海は愛美の顎へと指をかけ、正面を向かせる。

　会社でも話題になるほどのその整った顔が、会社では見せないような野性的な表情で、自分を見つめている。驚きが引いた後に残ったのは、彼に対する好奇心と期待感。

　冷徹とも言われる瞳に見つめられると、心の内まで見透かされそうだった。

「まずは、俺に慣れてもらわないとな」

　そう呟いた拓海は、再び愛美にキスをした。

「んんッ、んぅっ!?」

　舌先が愛美の唇を舐めて、ゆっくりと割り入ってこようとする。愛美が薄く唇を開くと、するりと彼の舌が入ってきた。

「んぅっ、んむっ、ンッ」

　ぎこちなく迎え入れた愛美の舌を、拓海の舌が情熱的に攻め立ててくる。絡みつく舌から快感を与えられると同時に、拓海と深いキスをしているという状況に、身体が熱くなるのを感じた。

「あっ……ふぅ……」

　唇が離れると、愛美は息を漏らしながら拓海を見上げる。キスだけで、じんわりとした気持ちよさが全身へと広がっていくようだった。

「愛美……」

　ぼんやりとした頭の中に、拓海の声がすっと入ってくる。それに答えようとしたところで、身体がふわりと持ち上げられた。

「あっ……」

「手、回しておいて」

　お姫様抱っこをされた愛美は、言われるまま、拓海の首へと腕を回す。見た目以上にたくましいその身体を実感して、全身が火照っていく。

　拓海はそのまま愛美を抱きかかえ、寝室へと連れて行った。

　運ばれる最中も、愛美の頭は混乱でいっぱいだった。

　お姫様抱っこでベッドへと運ばれる意味が、わからないわけではない。そういうシチュエーションを妄想したこともある。

　けれど、実際に自分の身に起こるとは、考えていなかった。

　しかも、相手は拓海だ。女性からの人気という点でも、上司だという点でも「本当に？」という驚きが大きい。

　初めて触れる異性。抱きかかえられて見上げる首に浮かぶ喉仏も、触れる裸の胸板も、愛美の身体を奥から熱くさせていった。

　拓海はゆっくりと、愛美をベッドへと横たえる。柔らかなベッドへと降ろされた愛美は、そのまま拓海を見つめた。

　裸の上半身は程よく引き締まっており、普段のスーツ姿よりもたくましさを感じる。

　ベッドに腰を下ろした拓海の顔が近づいてきて、そのまま唇を奪われた。

「ん……」

　拓海の情熱的なキスが、愛美の身体の奥でゆらゆら揺れる炎を一層燃え盛らせた。

　触れ合う唇に、侵入してくる舌。

　拓海の貪るような激しいキスに、ぎしりとベッドが軋んだ。

「ふぁ……はぁ、はぁ……」

　解放されると、愛美は熱い息を吐いた。激しいキスに不慣れでうまく息ができないせいで、愛美の頭の中は霧がかかったようにぼんやりとしていた。

　肩で息を整えようとすると、その豊かな乳房がゆっくりと上下を繰り返す。熱を宿した拓海の瞳がそれを捉え、彼の大きな手が愛美の胸をやんわりと包み込んだ。

「あっ、ん……」

　服越しとはいえそこに与えられた刺激に、愛美が声を漏らす。その様子を、拓海は窺うように見つめていた。

「んっ……」

　観察するようなその視線は、愛美の体温をさらに上昇させていった。じりじりと侵食していくような内側からの熱にうかされながら、愛美は口を開く。

「いや……ん、拓海さん……」

「いや……？」

　拓海はその場所に手を置いたまま、尋ねてくる。彼の、思っていたよりも大きな手が自分の胸の上にあるのを感じながら、愛美は小さくうなずいた。

　これ以上されると、おかしくなってしまう。これまでの自分でいられる自信がなかった。

　だってもう、自分はこれ以上を望んでいる。

　結婚といったって、家同士のもの。相手が初めて会う人ではなく、拓海だったのは幸運だったと思っている。けれど、それはあくまで今まで通りの上司部下のような感じか、もう一歩進んだ共犯関係……という、上手くやっていく関係であるつもりだった。

　けれど今、半裸の拓海を目にして、彼からキスされて、胸に触れられて……。初めて感じる男性のぬくもりが、愛美を包み込んでいる。理性とは裏腹に昂ぶった身体が、一人で慰めていたときよりもずっと深く熱く、この先を望んでしまっている。

　少しの恐怖と、後ろめたさ。そしてずっと大きな期待に埋もれながら、愛美は拓海の身体を押し返そうとした。

　自分とは違う、硬い胸筋。むき出しの肌。

　触れた胸からとくんとくんと伝わる、自分のものではない心音。

　もう少し、このぬくもりを感じていたい。より深く、もっと触れてみたい。

　これ以上は戻れなくなるというのを確かに悟って、欲望を否定するように、愛美は「いや……」と再び小さく呟いた。

　拓海は一瞬だけ顔を歪めると、いつもとは違う獰猛な笑みを浮かべる。

（……こんな彼の表情、見たことない）

　愛美は無意識に、背筋がぞくりと震えるのを感じた。

「そんな顔で『いや』なんて言われたら、止まれなくなる」

　そう言って、拓海の手が大きく動き出した。

　豊かな胸を、服の上から大胆に揉みしだいていく。男の人の手だ、と自分でするときとはまるで違う感覚に、愛美は感じ入った。

　彼の胸を押そうとした手から力を抜き、だらりと下げて抵抗をやめる。この先を期待する昂ぶりに、理性はすっかりと溶かされてしまった。

　拓海の手が服をまくり上げて、ブラジャーに包まれた大きな膨らみを露出させる。羞恥を感じて隠そうとするものの、緩慢なその動きでは拓海を止められるはずもない。

　反対に、さらりと手を押さえつけ、なす術もなくなってしまった。

　そうしている内に、拓海は愛美の上半身を軽く抱き上げ、愛美の着ているトップスを脱がすと後ろに手を回し、ホックを外す。

　するりと身につけていたものを抜き取られると、解放された豊かな乳房がふるりと揺れた。

「あっ……」

　遮るもののなくなった胸を見られている。その事実が、愛美の中の含羞をこれまで以上に掻き立てた。

　頬がかあっと熱を持つと同時に拓海の大きな手が果実へと伸び、包み込むように触れてきた。

「愛美……」

　耳元で名前を囁かれ、ぴくんと反応する。

　反応を窺うような拓海のゆっくりとした手つきは、次第に無骨さを増していった。形が変わるほどに胸を揉み込まれ、ときおり敏感になった先端を掠める彼の手に翻弄されて、だんだんと愛美の思考は快感に侵されていく。

「んぁ、ああっ」

　指の間からはみ出した頂点を、拓海の舌が擦った。

　既に尖りを見せていた先端を丁寧に舐め転がされると、これまで以上の刺激が愛美を襲い、ぞくぞくするような快感が背筋を駆け抜ける。

「んっ……あぁ……」

　抑えようとしても、はしたない声が漏れてしまう。むしろ、意識することでかえって敏感になっていくようだった。

「可愛らしい反応だ……。声、我慢しなくていいから」

「そんなこと、ん、あっ……」

　恥じらう愛美のぷっくりと立ち上がった乳頭を、拓海が口に含む。そのまま舐め転がされることで与えられる刺激はもちろん、胸に吸い付く拓海の姿に、身体の奥から甘い疼きが膨らんでくるのを感じる。

　残った理性がすっかりと溶かされ、快楽だけが残っていった。

　従順な身体からはそれを表すように愛液が溢れ出し、下着を濡らしているのがわかる。それを隠そうとしてか、あるいは刺激を求めてか、愛美はきゅっと脚を閉じた。

「どうしたんだ？」

　瞳を覗き込んでくる拓海の表情は、まるで愛美の気持ちを見透かしているかのようだった。

　彼は普段見せないような、男性的な笑みを浮かべている。会社でのクールな彼とは違う、セクシーな顔つき。

　誰にでも見せるわけではない拓海の笑みが、愛美の胸をさらに高鳴らせた。

　今起こっている出来事は、淡々と進んでいった結婚準備から考えると、明らかな急展開だ。

　けれど、相手が上司でもある拓海で、知っている相手だったこと。初めてのお姫様抱っこに驚いてドキドキして、なんだか現実味がなかったこと。そして拓海の愛撫がとても丁寧で、突然ではあっても愛美を想っていることが伝わってくることから、抵抗感はなかった。

　ただ、一人でするのとはまるで違う初めての快感と、急接近した拓海の魅力に溺れてしまいそうで怖くなった。

　そんな愛美の恐怖を和らげるように、拓海の手が身体を撫でてくる。

　柔らかな笑みを浮かべた彼の瞳には切実さが浮かんでおり、愛美を求めてくれているのが見て取れた。

　艷っぽい顔つきの拓海から、目が離せない。

　愛美にだけ見せる、彼の男としての表情に、もう逃れられないほど惹かれてしまうのを意識した。

　胸からお腹へと伸びた手がそのまま下に身に着けていた衣服を脱がせてしまう。愛美は半ば無意識に腰を上げていた。

　そして彼の手が、残された最後の一枚、下着へとかかる。

　彼にすべてを見られてしまうことを意識してしまい、愛美の足がきゅっと閉じると、拓海は脚を撫でながら声をかけてきた。

「愛美。脚、開いて」

　指先が腿裏を撫でてくる。くすぐったいようなその動きも、熱に侵された今の愛美には、快感を覚えるのに十分なものだった。

「う……」

「愛美の恥ずかしいところ、俺に見せて」

　拓海の言葉は尚更愛美の羞恥を煽ったが、同時に彼に蕩かされることに対する期待感すら煽っていた。

　彼の手が軽い力で脚を開かせようとしたのにあわせて、愛美は脚の力を抜く。拓海の手によって開かれたそこに彼の目が向くと、恥ずかしさとともに疼きが湧き上がってきた。

「もうこんなに濡らしてる……。期待してたか」

「うぅっ……」

　反論できずに小さく呻くと、拓海の手がするすると下着を脱がせてしまう。

　誰にも見せたことのない秘められた部分が、拓海によって明かされていく。

「十分なくらい濡れてるな……ほら」

「んぅっ……」

　拓海は指先で割れ目をなで上げながら、溢れる蜜を掬い取った。

　触れられたことで湧き上がる恥ずかしさと快感に悶えている間に、拓海はその内側へと慎重に指を差し込んでくる。

「んぁっ！　あっ……」

　初めて、他人の一部が内側へと入ってくる感覚。指一本ではあるが、身体を割り開かれる感覚に、愛美の身体に力が入る。

「すごくきついな……。指をこんなに咥え込むなんて……愛美？」

　そこで気づいた拓海が、一度指を引き抜いた。そしてまっすぐに愛美を見つめた。

「あぁ……」

　拓海のその様子から、経験がないことがバレたのだとわかった。この歳で経験がないだなんて、きっと呆れられてしまうかもしれない。愛美は、そんな思いから思わず両手で顔を覆おうとする。

　その腕をそっと掴み、拓海が優しくキスをしてきた。

「愛美、必ず幸せにするから」

　甘さを響かせたその声に顔を上げると、拓海の柔らかく細めた瞳と視線が絡む。

　それは、愛美の心の中にある不安を解かすのに十分だった。

「あっ、拓海さん、そんなとこ……」

　拓海は次に、蜜口へとキスをする。

　そして彼の舌が、割れ目を押し入って中に沈んでいった。

「あっ、ん、中、あぅ……」

「ゆっくりほぐしていくから、ちゃんと感じて」

「中に……舌が、んぁっ」

　拓海の舌は膣内に侵入し、その襞を優しく舐め回してくる。

　指よりも柔らかなその刺激が、まだものを受け入れたことのない内側へと、丁寧に準備を促していく。

「あっ、んあぁ……」

　拓海が自分の秘部へと埋まり、愛撫されている。気持ちよさに加えてその事実で、愛美の性感はさらに高まっていった。

「あんっ、あぁぁっ……」

　はしたない声が漏れてしまい、きゅっと唇を引き結ぶ。全身に力を込めると、けれどかえって快感が膨らんで、小さく身をよじった。

「もっと感じて、いやらしい姿を見せてくれ」

「あっ、やぁっ……」

　蜜口から舌を引き抜きそう言った拓海は、その上で膨らんでいた敏感な肉芽へと舌を這わせた。

「あぁっ、んあぁぁっ……！」

　快感のあまり嬌声を上げた愛美だったが、拓海の舌がさらに花芯を攻め始めると、耐えることもできずかき乱されてしまう。

「んあぁっ、あっ、ダメ……！」

　一番敏感な場所への愛撫で、お腹の中の熱が徐々に膨らんでいくのがわかった。それを感じ取った拓海は、そのまま淫芽に吸い付いてくる。

「あ、あぁ、んあぁぁぁっ……！」

　吸われては舐られることを繰り返され、容赦なく流し込まれた快楽に愛美は身体を大きく跳ねさせて達した。

「はぁっ……はぁ、あぁ……」

　弾けた熱で乱れた呼吸を整えながら、溺れそうな気持ちよさの余韻とともに顔から火が出るほどの恥ずかしさを感じていた。

　拓海の舌で、達してしまった。

　想像を遥かに超える快感そのものと、それを拓海に与えられたという羞恥。その奔流に飲まれ、頭が働かない。

　無意識に脚を閉じそうになるが、彼の顔がしっかりと脚の間に入っているため、それもできない。

「可愛いところ、もっと見せてくれ」

「あっ、んぁっ……！」

　拓海は再びその指を割れ目へと忍び込ませてくる。

　先程よりは幾分スムーズに指を受け入れたものの、まだその中は狭い。

　彼の指はそこを慎重に広げながら、ひくつく襞を愛撫してくる。

　まだ余韻の覚めやらない中での愛撫で、愛美は再び快楽の波に飲まれていった。

「そんなに、されたら……っん、あぁっ……！」

「愛美……そんな反応されたら、我慢できるはずないだろう？」

　優しい声の中に混じる、欲望の色。

　彼に求められている。いつもは冷静な上司であり、社内でも評判の拓海が、女としての自分を求めている。

　それを意識すると、愛美も悪い気はしない。それどころか、身体の方は大きく喜んでいるのがわかった。

「あぁ……ああっ！」

　内側をほぐしながら、拓海は花芯も丁寧に愛撫をしていく。

　自分が今、彼を迎え入れるための準備をしているという事実と、とめどなく与えられる刺激に愛美は何度も高められていった。

「拓海さん、ん、あぁっ……」

　ようやく、一度解放された愛美は拓海へと目を向け、息を呑んだ。

　全裸の拓海は引き締まった肉体をしており、スーツの上から見るよりも、ずっと男らしさを感じさせた。それは風呂上がりの彼を見たときから感じていたことだったが、バスタオルを取り去った彼の下腹には雄々しく反り返ったものがあったのだ。

「あっ……」

　タオルの上からではわからなかった……いや、そのときは、こんな風にはなっていなかった。

　自分の身体に触れることで、拓海はこんなに大きくしたのだ。そう思うと、愛美のお腹の奥がきゅんと疼いた。

（あれが、自分の中に入ってくる……）

　拓海の雄竿に目を奪われながら、愛美はつばを飲み込んだ。あんなものを挿れられたら、どうなってしまうのだろう。

　その期待を感じ取ったのか、拓海は愛美の脚を優しく開かせると、その先端を入り口へとあてがった。

　硬く、熱い感触。同じくらい熱い視線で愛美を見つめる、男の顔をした拓海に、小さく頷いてみせた。

　拓海のものが、ゆっくりと入ってくる。

　気遣うように慎重に、しかししっかりと奥へと進めていく。十分に濡らされ、ほぐされていたことで、愛美の身体はスムーズに雄茎を迎え入れることができていた。

　初めて受け入れる男のものに身体が喜悦を覚え、快感を送り込んでくる。

「んっ、あ、ああぁあっ……！」

　たくましく立派な雄竿で体内を押し広げられる痛み以上に、襞を擦られ受け入れる快感で、愛美は達してしまっていた。

「愛美の中、すごく締め付けてくる……」

　拓海は初めて男を受け入れている愛美をいたわるように、頬を優しく撫でてきた。

　彼の大きく、少し硬い男の手に撫でられると、安堵感が心に広がっていくようだった。

「あっ……んっ……」

　拓海のものが奥まで届く。自分の中に、彼がいる。上司と部下ではありえない、男女のつながり。

　愛美は改めて、彼と夫婦になったのだと感じた。満たされるような喜びと、物理的な快楽。

「あぁ、ああぁぁっ！」

　小さく腰を動かされただけで、敏感になっている愛美は快感の波に溺れてしまう。

「……愛美、すごく可愛い顔してる」

「あっ、やぁっ……」

　はしたない姿を見られる恥ずかしさに顔を背けようとするものの、拓海はキスでそれを遮ってきた。

「んんッ……ちゅ、んぅ……」

　口づけに溶かされながら、女筒の内側を雄茎に擦り上げられる。

「ひゃぁっ、あ、ああぁっ……！」

　嵩高の硬い雄芯は、律動のたびにしっかりと襞を擦り上げて快感を生み出した。

　波が引く暇もなく、送られ続ける快楽で愛美はまた達してしまう。

　ひくつく蜜洞はしっかりと雄幹を咥え込み、擦れ合う粘膜が快楽を互いへと送り込んできた。

「あっ、ンッ……あ、あぁっ……」

　異性と縁のなかった中、妄想だけを募らせていた反動か、実際の刺激はより強く、鮮明に愛美を押し上げ、塗りつぶしていった。

　身体は本能的に動き、内襞は雄竿へとねだるように絡みつく。

「愛美。ああ、そんな風に腰を動かして……しっかり感じてくれてるみたいだな」

「あっ、あぅっ……そんな、ん、拓海さんが、してるからっ……」

「身体の相性は、すごくいいみたいだ」

　嬉しそうな拓海の声に、愛美は頷いた。

　彼から与えられる、深い快楽。内側で動く彼の分身を包み込む充実感。しっかりと繋がった今、初めてとは思えないほど感じてしまっている。

　愛美の様子を見て取った拓海の腰使いが激しくなり、媚肉を擦り上げ、奥を突いてくる。

「んぁっ、あっ、拓海さん、んあぁぁっ」

　雄茎が内側で、さらに一回り大きくなった気がした。見上げる拓海の顔は、淫靡な雄のものだった。

　これまでとは違い、打擲音が響くほど激しい腰使い。気遣うだけじゃない、快感を求める拓海の姿。こみ上げてくる愛しさを感じながら、愛美はこれまで以上に深く達した。

　目の前が白く点滅するほどの快楽に、全身がびくんと跳ねる。内襞が収縮し、拓海のものを締め上げた。

　それを受けて、拓海が欲を放った。

　身体の中に、熱いものが流れ込んでくる。それは単純な快楽とは別の、不思議な満足感を抱かせるものだった。

　快感も体液も混じり合い、愛美はこれまでにない幸福感と気持ちよさに包み込まれて、意識が遠のいていく。

「愛美？　……今日は、ここまでで我慢してやる」

　彼の唇が軽く触れるのを感じながら、愛美は意識を手放したのだった。







第二章　オフィスでの秘め事








　翌朝、目を覚ました愛美は寝ぼけ眼のまま、ぼんやりと天井を見上げる。

　身を起こすと、かかっていた布団が滑り落ちて、朝日に裸体を晒すことになった。

　慌てて布団を引き寄せると同時に、昨夜のことが思い出されて、愛美の顔がかぁと熱くなる。

　夫婦になったとはいえ、半ば流されるままに身体を許してしまった。ふしだらだと思われていないだろうか。やや強引に迫ってきたのは拓海なのにそんな事を思ってしまうのは、愛美自身、風呂上がりの拓海の、引き締まった身体に魅力を感じ、触れられる内に内心で彼を求めてしまったからだった。

　耳年増で興味ばかり募っていた愛美にとって、想像以上の速度で急接近してきた拓海は刺激が強すぎた。

　もちろん、そのまま接近を許してしまったのは、相手が拓海だったからだ。

　日頃から接してきて、男女としてはかはともかく好感をもっていたし、結婚の話が進んだ時も、拓海であることに安心していた。

　西浜家に引き取られたときから、政略結婚は覚悟していたことだが、やはり実際に誰ともしれない相手と結婚するのは緊張する。そこにきて拓海となら、いい距離感で上手くやっていけると思ったのだ。

　……実際は、むしろ拓海だったからこそ、一日と持たずあんなことになってしまったのだが。

　まだわずかに残る感覚が、処女でなくなったことを実感させた。

　拓海が丁寧だったというのもあるだろうけれど、痛みはほとんどなく、気持ちよさに押し流されてしまった。

　昨日の事を思い出して、愛美はきゅっと布団を握った。恥ずかしさはもちろんあるのだが、それ以上にドキドキしている。

　あんなに胸が高鳴るキスも、そして想像よりずっとすごかったその先も、すべて初めてだった。

　思い出すだけで、顔が熱くなる。

　赤くなった顔を冷ますように周囲に目を向けると、一昨日まで過ごしていた自分の部屋とは違う、タワーマンションの一室。これからは、ここが愛美の帰る家となるのだ。

（私、本当に拓海さんと結婚したんだ……）

　いっぱいいっぱいだった昨日から一夜明けて、改めてそう思った。

　家でも職場でも、どんな顔したらいいんだろう……と悩んでいると、ドアが開く。

「愛美……？　ああ、もう起きてたのか。せっかく起こしに来たのに」

　そう言った拓海は、もうぴしっとスーツを着ており、いつも通り「上司」の『滝本部長』だった。

　普段通りの格好をした拓海が、いくぶん穏やかな顔つきでいるのがなんだか不思議で眺めていると、拓海の方も愛美を見つめていた。

　彼の方も、家に愛美がいるのが不思議なのかも……なんて思っていると、拓海がいたずらっぽい笑みを浮かべて言った。

「それにしても、随分と煽情的な格好だな。このまま襲ってしまいたくなる」

「え？　あ、ああっ」

　愛美はぎゅっと布団を引き寄せて、身体を隠す。

　拓海が入ってきた時点で、最低限身体が隠れてはいたものの、脚や肩は無防備に肌を晒した状態だった。

「今更隠さなくても。昨日はもっと可愛い姿を見ていたのに」

「そういう問題じゃありません」

　愛美が顔を赤くして答えると、拓海は優しい笑みを浮かべる。

「身体は大丈夫？」

　一瞬、意味のわからなかった愛美だが、昨夜の行為と、まだわずかに異物感の残る下腹の感覚を思い出し、顔が熱くなる。

「だ、大丈夫、です……」

　何を言っても恥ずかしいことにしかならない、と言葉少なく答えた愛美を眺めて、拓海は小さく頷いた。

「本当、可愛い反応だな。これ以上見つめていると、我慢できなくなりそうだ。朝食を作ったから、準備ができたらおいで」

　拓海はそう言い残すと、あっさりと部屋を出ていった。

　その背中を見送った愛美は、恥ずかしい姿を見られず安心したような、ちょっと残念なような気持ちになってしまう。

　そこではっとし、小さく首を横に振った。

（もっとちゃんとしないと。これからも、会社でだって顔を合わせるんだから）

　結婚をしたものの、愛美はまだ拓海の部下のままだ。今日だって会社がある。と、そこまで考えた愛美は、切り替えて手早く支度をし、拓海の待つリビングへと向かうのだった。

　リビングでは、拓海が優雅な手付きで朝食を並べているところだった。

「おはよう」

「おはようございます……すみません、朝食まで」

「今朝は俺の方が時間に余裕があったからな。気にしなくていい」

「あのっ、今度は私が作りますね」

「楽しみにしてる」

　笑みを浮かべる拓海に促されて、愛美は彼の向かいへと座る。

「コーヒーと紅茶、どっちがいい？」

「コーヒーでお願いします」

　キッチンにあるコーヒーポットを視界の端に捉えて答えると、拓海はすぐにコーヒーをついでくれた。

　テーブルの上に目を向けると、クロワッサンにチーズオムレツ、厚切りのベーコンにサラダ、スープと朝からかなりしっかりとしたメニューだった。

　チーズにクロワッサンと、カロリーが高めな印象だが、背が高くて体格のいい拓海には、それで丁度いいのかもしれないな、と思った。

「ああ、量は多かったら無理しないでくれ。朝はしっかりと摂った方が仕事にいいから、重めにしてるんだ」

　拓海はそう言うと愛美の方へと目を向けた。

「いただきます」

　愛美は早速、料理に手を付ける。

　自家製ドレッシングのサラダを口にしながら、これは結構、気合をいれて料理しないといけないかもしれないな、と思うのだった。

　朝食を終えた二人は、一緒に出社する。

　主な目的が両家の結びつきという政略結婚のため、式はまだ挙げていないものの、結婚の話はもう知れ渡っている。

　二人の関係をアピールしつつ、裏では合併の話と、立場にふさわしい結婚式の準備が進められているのだろう。

　そのあたりは家同士の問題で、ただ必要に応じて出荷されただけの愛美には窺い知れないところだった。

　どのみち、あまり興味のある話でもない。愛美の関心はそれよりももっと現実的な、これから一緒に暮らすことになる拓海の方へと向いていた。

　同じように、遥か頭上でされる両家同士の取引よりも、会社での反応の方が、愛美にとって身近で重要なことだった。

　幸い、ほとんどの社員は愛美たちの結婚を祝福してくれた。式もまだなので大掛かりなお祝い事の雰囲気はないものの、軽く言葉をかけてもらうシーンが多かった。もちろん、突然の結婚、それも人気の上司である拓海と、ということでみんなが興味津々なのは伝わってきたし、愛美も逆の立場なら気になるところだが、そこは「じきに始業だから」と拓海がうまいこと引き剥がしてくれた。

　とはいえ、もちろん拓海を狙っていた他部署の人の中には、納得できない者もいるみたいで……。

「それにしても、家の都合で結婚なんてかわいそうね」

「ね。滝本さんモテるのに、相手が地味だし」

　なんて会話をわざとらしく聞かされて、「あっ、西浜さん。あはは……」と気まずい空気を残して去っていくとか、もっと露骨に「家の力で人気の部長を取り込んだお嬢様」と揶揄されもした。

（実際、私が拓海さんにふさわしいとも思ってないけど……）

　それでも悪意をぶつけられるのは疲れる。

　普段から愛美を知っている同じ部署や関わりの深い部署の人は、憧れである拓海の結婚を残念がる人はいても、悪意をぶつけてくることはなかった。

　それは愛美自身が上司だった拓海にすり寄っていなかったことや、拓海とは関係ない場面での仕事ぶりのおかげだ。悪意や嫉妬をぶつけてくるのは、関わりのない人ばかりだった。

　だから仕事には支障がないのだが、それでもいい気はしない。

　そんな風に思っていると、拓海がすっと近寄ってきた。

「愛美、あまり気にするな。堂々としていればいいんだ」

　そう言って、缶のミルクティーを手渡される。普段、愛美が飲んでいることが多いものだ。

「拓……部長」

　愛美は会社ということで、距離を保って部長と呼んだ。

　拓海は一瞬不満そうな顔を見せたものの、すぐにいつもの『部長』としての顔つきになる。

「今は、あまり会社で一緒に居るのもよくないな。……でも、なにかあれば上司として頼れよ。できる限りのことはする」

　そう言って、周りに気づかれて注目されるよりも先に、拓海はさっと離れていく。

　これまで通りといえばこれまで通りで、しかし夫婦としてはそっけない距離感に少し残念にも思う愛美だったが、それは愛美自身のためだというのもわかっていた。

（そもそも、本当は結婚しても、これまで通りのつもりだったし……）

　と、むしろ少しでも残念がってしまう自分に戸惑い、戒めた。

　拓海に声をかけてもらえたこともあって、多少気の紛れた愛美は、きっちりと仕事に戻ることにした。





◆






　悪意はなくても、やはりみんな興味はあるようで、愛美のもとには、代わる代わる同僚たちが訪れ、話を聞いていく、ということがあった。

　一緒に暮らし始めたのは昨日からだし、そうたくさん話せることもないのだけれど、社内でも話題の拓海と結婚したとなれば、話題になるのはわかっていたことだ。

　拓海との結婚──それも、政略結婚ともなれば興味を抱く気持ちはわかるし、直接聞いてくる彼らには悪意がないので、個々の対応としては、愛美としても負担ではなかった。お祝いの言葉をかけてもらえるのは嬉しかったし、悪意をぶつけられた後ということもあって、温かな対応は嬉しいものだった。

　が、尋ねてくるみんなにとってはちょっとした時間だが、代わる代わる対応する愛美の方は、結果的に結構時間を取られてしまっていた。

　ここ最近は結婚や、それに伴う引越しの準備などもあったため、仕事にもあまり余裕がない。

　そんな中でまた時間を使ってしまったため、少し遅れが出ている。

（このくらいなら……今日、ちょっと頑張っちゃった方がいいかな）

　不測の事態も少しなら対処できるが、重なるときは重なってしまうものだ。そうならないためにも、無理しない範囲でできる時に片付けていった方がいい。

　とりあえず、社内検討用の企画案を進めておこう、と愛美は仕事に取り組んでいた。

「お疲れ」

「ひゃいっ！　……あ、部長」

　集中が途切れ、軽く伸びをしたところで声をかけられ、驚きながら振り向くと、そこには拓海がいた。

　完全に油断していて変な声をあげたことに恥ずかしさを覚えながら、愛美は改めて拓海へと向き直る。

「今日は大変だったな。お疲れさま」

　気がつくと、オフィスには他に誰もいなかった。

　集中している内に、みんな帰っていたらしい。愛美のデスク周りは電気がついているが、他の場所は概ね消灯されていた。

「キリはよさそう？」

　二人きりということもあってか、拓海は部長として平等に接するときよりも、優しめの声で尋ねてくる。

　仕事の進み具合は、一度集中は途切れたものの、もう少し進めておくと後々楽かな、といったところだ。

　ただ、結婚して一緒に暮らし始めるところということもあって、いろいろと拓海に歩調を合わせた方がいいのでは、という思いもあり、一瞬迷う。

　拓海はそれを感じとったのか、笑みを浮かべて「手伝うよ」と言った。そして愛美がなにか言うよりも早く、サポートに入ってくれる。

　上司として中身について意見するのではなく、純粋に作業を手伝ってくれていた。

「センスに関わるところは口出ししないよ。愛美の企画だからな」

　暗に、上司ではなく夫として手伝ってくれた感じがして、なんだか少し気恥ずかしくなってしまう。

　それはそれとして、拓海はやはりどの立場に立っても優秀で、手早い入力や、単純なミスの修正を行ってくれるので、これまで以上にスムーズに取り組めて、愛美が想定しているよりもずっと早く、予定以上の仕事が進んだ。

「ありがとうございます」

　区切りがつき、愛美は笑顔でお礼を言った。

　改めて拓海はすごいな、と思ってのものだったが、それを見た彼の方は表情を変える。

「……愛美は頑張ってるな」

　薄暗いオフィスの中で、拓海がふっと浮かべた笑顔は、昨夜の出来事を思い起こさせるものだった。

　そんな彼に見つめられて、愛美は思わず顔をそらしてしまう。

　頬が熱くなっているのがわかった。

　それを目にした拓海は、さらに笑みを深める。

「愛美は意外と、まっすぐ来られるのに弱いみたいだな」

「そ、そんなこと……」

　反射的に否定するものの、心の中では、拓海に正面から来られたら、逃げられそうにない、というのがはっきりとわかっていた。

「そうだ、せっかくだし、手伝ったご褒美をもらおうかな」

　拓海はそう言うと、いたずらっぽい、どこか野性味のある笑みを浮かべた。

「それなら、愛美も納得してくれるだろ？」

　人気のなくなったオフィスは、どこか非日常的な感じがする。

　明かりがほとんど消えているせいもあるだろう。繁忙期などで残業するときは多くの人が残っているし、オフィス内は煌々と明かりが灯っている。

　それが今は、明かりも消えて、薄暗い。外から他のビルの明かりが差し込んでくるだけだ。

「愛美」

　薄暗い中に佇むスーツ姿の拓海は、そのスタイルの良さもあってとても絵になる。

　昼のオフィスでさえ他の社員から注目を集めているが、薄暗い闇の中で一層その魅力を引き立たせていた。

　普段、オフィスでは見せない色気のある表情も、その一因だろう。

　目を離せないで呆けている愛美を抱き寄せると、彼はそのままキスをした。

「ん……」

　たまらず息を漏らす。昨日何度も唇を重ねたはずなのに、拓海のキスは慣れることなく、不思議な甘さで愛美を追い詰めてくる。

　薄暗いオフィス内でのキスが、背徳感をくすぐった。

「ん、んんっ……」

　軽いキスを何度も繰り返す。

　唇を離した瞬間に見上げた拓海の顔は、夜の獰猛さを感じさせた。

　ベッドの上とは違うという事実が、愛美の心をざわつかせる。

「ん……」

　繰り返すキスは少しずつ深くなっていき、水音が響き始める。

　愛美がデスクに後ろ手をつくと、拓海は彼女の身体を支えながらも、そのままさらにぐっと身を寄せて迫ってきた。

「ん……あっ」

　彼の舌が愛美の唇に割り入り、そのまま舌同士を絡め合う。

　なめらかに動く舌先に愛撫されて、愛美は快楽に溶かされていった。

　二人の体重を受けて、デスクが軽く音を立てる。

　拓海はさらに愛美を引き寄せて、深く唇を合わせた。

「あっ、ん……」

「そんなに名残惜しそうな顔をされると、ずっとキスをしていたくなるな」

　離れたときに漏らした声に、拓海が笑みを浮かべる。

「いつも働いてる場所で、そんな色っぽい表情をするなんて、愛美は悪い子だな」

　からかうような拓海の言葉に、愛美は顔を赤くした。

　普段みたいな軽口は出てこない。会社の上司ではない、男としての拓海を前にしてしまうと、その色気にやられてしまう。

　そんな彼女の様子に拓海は笑みを深め、ブラウスに手をかけた。

　彼の手が丁寧な手付きでボタンを外していき、ブラウスをはだけさせる。

　火照った肌が外気に触れて、ぴくりと身体が震えた。

　露出したブラジャーに彼の手がかぶさり、そのまま下着越しにゆっくりと揉み込んでくる。

「あっ……んっ……」

　スーツ姿の拓海が、オフィスで自分の胸に触れている。

　日常と非日常が混じり合う空気が、愛美の肌を撫でる。

「あぁ……」

　拓海の手が背中に回り、ブラジャーのホックを外される。会社のデスクに無造作に置かれた自分の下着が、オフィスでしてはいけないことをしているという生々しさを一層実感させるような気がした。

「んぅ……」

「愛美、もっとこっちを見て」

　下着に気を取られていた彼女に、拓海が声をかける。

　二人きりの時に見せる顔。欲望を瞳に宿した拓海が、愛美の顎を支え、そのままキスをしてきた。

「んんッ……ふぁ、ああ……」

　彼の手は愛美の豊かな果実をこね、高めていく。

「んはぁっ、ああっ……」

　その頂点にある蕾をつままれると、愛美は一段高い声を漏らした。

「うぁ、あぁ……こんな、会社で、んぅっ……」

　明日も、みんなが出社してくる場所で行われる愛撫。背徳的なその行為が、愛美をじわじわと追い詰めていく。

　今は誰もいないし、見られる心配はない。とはいえ、公の場所で露出させられ乱されている事実に、愛美はダメだとわかっていながらも気持ちが昂ぶってくるのを抑えきれずにいた。

「それがいいんだろ？　ほら、愛美だって興奮してるしな……」

「んぁ、ああぁぁっ」

　ぷっくりと尖った乳首をつままれて、愛美が嬌声を上げる。

　拓海の指は彼女の乳頭をこね回し、快感を送り込んできた。

　静けさに支配された空間に、衣擦れの音と拓海の息遣い、そして愛美の上げる声がただ響いている。オフィスに落ちるその音すらも、密やかに交わされる色事の異質さを掻き立てるようだった。

　愛美の柔らかな双丘をまさぐっていた彼の手がお腹から下腹まで撫で下りて、そのままスカートの中へと侵入してきた。

「ん、拓海さん、んぅっ……」

　拓海は愛美の内腿をするすると撫で回す。その指使いにくすぐったさを感じるとともに、この先を想像してお腹の奥が疼いてくるのを止められなかった。

　彼の指が少し奥へと進むたび、期待にはしたない蜜が溢れてくるのを感じる。

「あっ、んぁ……」

「可愛い声、もっと聞かせてくれ」

「あっ、ん、あまり大きな声を出すのは……んぅっ」

　愛美は小さく首を振った。

　誰もいないとはいえ、会社内で声を上げるのには抵抗がある。同時に、声を上げないようにしようとするほど、内側にじわじわと熱が溜まっていくようだった。

　拓海の手は大胆にスカートを捲りあげて、愛美の下着を露出させた。

　下着の一部は既にはしたないほどに濡れ、変色している。愛美の大切な場所を隠す役割は果たせていなかった。

　拓海の指が、下着の上からそこをなぞってくる。

「あっ、んぅっ……」

　布越しとはいえ、彼の指が往復すると、焦らされているかのような気持ちよさが広がった。

　そこからくちゅり、と水音が鳴り、拓海が愛美を見つめてきた。

「うぅ……」

　既に感じているのは明らかであるにせよ、自らの恥ずかしい音を聞かれたことに、愛美が顔を赤くする。

　それを見た拓海は、これまでよりも素早く指を往復させてきた。

「あっ、ん、あぁ……拓海さん、そんな……」

「愛美のここ、どんどん濡れてきてるな。ほら……」

「あぁっ」

　拓海の指がぐちゅり、と下着ごと愛美の割れ目に入ってくる。

　すっかりと濡れているクロッチを通り、蜜が溢れてきた。

「オフィスでこんなに濡らして……いやらしくて可愛らしいな」

「そんな、こと、んぅっ……」

　意識させられると、愛美の羞恥と快感はさらに膨らむ。

　露わにされてなぶられた胸の先端はすっかり赤く熟しており、スカートは捲りあげられて濡れた下着がすっかり見えてしまっていた。

　普段、自分を律して働いているオフィス。そんな場所で上司である彼に乱されていやらしく蜜を垂らし、快楽にまみれて上気した顔を晒しているのだ。

「あぁ……」

　あまりにはしたない自らの姿を自覚して、愛美は顔を両手で覆う。

　そんな気持ちとは裏腹に、その事実を認識すると下腹がきゅんと甘く疼いて、お腹の奥からとろりと蜜が滲んでくるのがわかった。

「脱がすぞ」

　そう宣言して、拓海が下着へと手を掛ける。彼の手によって、するすると下着が下ろされてしまった。

「こんなに濡らして……愛美はいやらしいな」

「うぅ……そんなこと……」

（あるかも……だってこんなに……）

　恥ずかしさから否定してみるものの、身体の内側から溢れる熱は、この状況に喜んでいるようだった。

　オフィスで拓海に触られて、ドキドキしている。

　秘めたる場所まで、会社で出してしまっている。

「オフィスでするの、興奮する？　愛美は、人に見られたいのか」

「そんなこと、ない、です」

　拓海以外の人に、見られたいとは思わない。ただ、いつも仕事をしている場所で、上司として接している拓海とこんな行為に及ぶのは、背徳感すら感じて。

「俺も、他の人にこんなにエッチで可愛い愛美を見せるつもりはない」

「あっ、んぅっ……」

　もうすっかりと潤っているそこに、骨張った彼の指が入ってくる。

　そのまま蜜を掻き出すように動くと、彼の指が襞を擦り、痺れのような快感が走った。

「ん、ふぅっ……」

「愛美、そのまま立っていられる？」

「はいっ、んっ……」

　愛美が頷くと、拓海は彼女に跪くようにかがみ込んだ。

「あっ……んっ……」

　拓海のすぐ目の前に、愛美の秘部が晒されている。彼の視線をうけて、そこからまたじわりと蜜があふれ出してくるのを感じた。

　そして拓海の舌が、潤みきったそこへと伸びてくる。

「あんっ……」

　温かな舌で舐められて、思わず声が漏れた。

　拓海の舌は割れ目を往復し、時折中へと割り入ってくる。

「んっ……うっ」

　声と共に気持ちよさが溢れ出して、愛美は倒れないようにきゅっと足に力を入れた。送り込まれる快感に理性ごと溶かされそうになる。

　いや、もうとっくに溶かされてしまっているのだろう。

「拓海さん、んっ……あぁ……」

　跪くようにした拓海が、スーツ姿で愛美の秘部を舐め、愛撫している。

　普段は冷静な上司として指示を出す彼が、愛美の蜜に口元を濡らし、奉仕をしている。

「んぁ、あぁ……」

　征服感すら覚えるその姿と、次々と与えられる快感に、愛美はだんだんと高みに導かれていく。

「あ、だめ、ですっ……そんな、んっ……」

「大丈夫」

　拓海は優しい声で言いながら、愛美を見上げる。

　自らの秘部にかがみ込む彼に見つめられ、羞恥と充実感が沸き上がった。

「誰も見てないから、思う存分感じていいんだ」

　そう言いながら、彼の舌は愛美の淫芽へと伸び、そこを舌先でくすぐるように攻める。

「あぁ、ん、あぁぁっ」

　突然、敏感な場所を舐め回されて、愛美は腰を揺らしながら達してしまう。

　思わず倒れ込みそうになるのを、拓海がしっかりと支えてくれた。

「可愛い姿を見せてくれてありがとう」

　拓海は微笑むと、すっと立ち上がって問い掛けてきた。

「愛美は、この後どうして欲しい？」

　その言葉に、下半身がきゅんと疼く。

　愛撫で気持ちよくはなっているものの、彼女の身体はもっと大きな刺激を求めていた。

　無意識に腿を閉じると、拓海が意地悪な笑みで問い掛けてくる。

「どうして欲しいか、言ってくれないとわからないぞ」

　そんなこと言えない、と愛美は唇を引き結んだ。ベッドの上だとしても間違いなく恥ずかしいのに、オフィスで口にするようなことではなかった。

　けれど、拓海は無言で促してくる。その意地悪な目もまた、愛美を疼かせるのだった。

　葛藤するものの、火照る身体の欲求には勝てず、愛美はおずおずと口を開く。

「こ、このまま、ここで抱いてくださいっ……」

　恥ずかしさを堪えながら言うと、彼は甘い笑みを浮かべつつも瞳には獰猛な光を宿して、愛美を抱き締めた。

「よく言えました。愛美は、このまま会社で挿れられたいんだな」

「あ……」

　改めて言われて恥ずかしがっている内に、拓海は避妊具を取り出す。その袋を開ける手つきすら、淫靡に感じた。

「愛美、デスクに手をついて」

　優しい声で言われ、愛美は言われるままに手をつく。

　拓海の方へとお尻を突き出す形になり、羞恥が沸き上がってきた。

　先程達したこともあり、もう十分に潤っている秘部を見せつけるようにしているのだ。

　なんてはしたないのだろう、と心の中で自らをなじるが、これから彼を受け入れることへの期待感に、秘所からは蜜が溢れ出した。

「いくよ」

　拓海は一声掛けると、愛美のお尻をしっかりと掴み、避妊具越しの雄竿を、蜜口へと押し当ててきた。

　彼のがっしりした手に押さえられると、それだけでお腹の奥が疼く。

「ん、あぁっ……」

　程なくして体内へと入ってくる雄茎は、それ以上の熱と快楽を愛美にもたらした。

　彼のものが、みっちりと愛美の中を埋めていく。

「あ、ああぁっ……」

　肉襞を擦り上げられて、侵入してくる拓海を感じる。それだけで、愛美は軽く達してしまう。

　初めてのときよりも強い快感。彼に抱かれるたびに、染められて、感じやすくなっているようだ。

　屹立は、突き出されている彼女の奥へと届き、そこを攻め立ててくる。

「あ、んぁ……拓海さん、んぁ、奥、当たって……」

「ああ……俺のものが、愛美の奥をしっかり突いてるな」

「んあぁぁっ」

　そう言いながら突き出された拓海の腰。彼の猛りが、愛美の子宮口を突いた。さらに、引き抜こうとすると嵩高の雄傘が肉襞を擦り上げて大きな快感を生み出す。

「あ、ん、ああぁぁっ……」

　快楽にがくがくと膝を揺らしてしまう愛美だが、その動作はさらなる快感をおねだりしているようでもあった。

　愛美の身体が揺れると、二人の粘膜はさらに擦れて愉悦を沸き上がらせる。

「拓海さ、ん、んぅっ」

「愛美」

「あっ、んはぁぁっ」

　後ろから支えるようにして拓海が抱きついてくる。ぴったりと密着すると彼の温度が近くなり、愛美はその心地のよさに身を預けた。だが彼はそれに加えて、胸へと手を伸ばしてきた。

「あ、んぁ、ああっ……」

　雄茎に突かれているだけでもいっぱいいっぱいなのに、その上胸まで攻められて、愛美はなす術なく高みに上り詰めていく。

　そのたびにきゅっと蜜路が締まり、避妊具越しでも拓海の形がわかるほど咥えこんでしまう。

「すごい締め付けだな。そんなに俺のものが欲しいのか？」

「あっ、拓海さん、そんな、耳元で、んっ……」

　彼の甘い声が耳朶を擽る。快感に溶けそうな頭の中にすっと入り込んで、愛美を揺らした。

　女筒を突かれ、耳元で囁かれ、胸を愛撫される。あちこちを拓海に攻められて、愛美は身体を揺らしながら、快楽に溺れていった。

「ぐっ、愛美……」

「ん、あ、あぁぁぁっ」

　拓海がぐっと愛美を抱き締めながら、蜜道の中で雄竿を震わせる。避妊具越しでも、彼が絶頂しているのがわかった。

　快感と愛しさがないませになり、心が満たされていく。その間も身体は快楽の余韻を引きずっており、がくがくと脚が震えた。

「ふ、あぁ……」

　拓海の艷っぽい声と吐息が耳にかかり、彼も自分の身体で気持ちよくなってくれているのがわかる。

　拓海は腰を引き、雄竿を抜いていった。

「は、あぁ……」

　彼のものが抜けてしまうと、少しの寂しさを感じる。快感で抜けそうな腰を、彼が後ろから支えてくれた。

「流石に、この姿勢のまま続けては無理みたいだな」

「はい、ん、ちょっと、立っていられそうにないです」

　家ならこのままベッドへと向かえばいいが、ここはオフィス。仕事場で、こんなに感じてしまうなんて……と思う理性も、快感の余韻に押しやられてしまう。

「床に寝るわけにもいかないしな。ほら、座って」

　拓海に促されるまま、愛美は椅子に腰掛ける。綺麗な姿勢とはいかず、だらんとだらしなくもたれれかかった。

　はしたない格好にも思えるが、拓海にはお尻を突き出すようなもっとはしたない格好を、今見られたばかりだ。

　まだ熱い身体のまま、愛美は拓海を見つめる。

　彼は避妊具を処理していく。愛美の蜜で濡れたその先端には、彼が気持ちよくなった証が溜まっていた。

　それを抜き取られた雄茎は、まだ雄々しく反り返っている。

　引き締まった拓海の身体は、とても男らしく魅力的だ。そんな彼の中でも、一番に男らしく、愛美とは違う部分。そして先程まで自らの中にあったもの。

「……愛美」

「はい……？」

　ぼんやりとそれを見つめていた愛美に、拓海が声をかける。

「そんな風に見られたら、またしたくなる」

「えっと……」

　拓海は新しい避妊具を取り出し、まだ力のある雄竿へと装着していく。その動作が意味するところに、愛美の身体はまた疼いてしまうのだった。

「愛美が可愛すぎるのがいけないんだ」

　そう言った拓海は、愛美を抱きかかえると、入れ替わるように椅子に座る。

　そしてそのまま、愛美を抱えて膝へと乗せた。向かい合うと、すぐ側に拓海の顔がある。

　膝に乗ることで身長差がなくなり、立って並ぶのとは違う目線だ。

「手、回しておいて」

　言われるまま拓海の首へと手を回すと、愛美のお尻が持ち上げられる。新しい避妊具に包まれた彼のものが、愛美の蜜口へと当たった。

「あっ、んっ……」

　雄竿が再び侵入してきた。

「ん、あっ、あぁっ……」

　愛美自身の重みで、拓海の雄茎が挿入されていく。

　敏感になりっぱなしの肉襞が擦り上げられて、愛美は声を漏らした。

　拓海はゆっくりと愛美の身体を持ち上げ、再び下ろしてく。

「んくっ、あ、あぁっ……」

　すぐ側にある拓海の顔。いつものオフィスでは見れない、自分だけが見れる表情だ。

　愛美に愛撫を始めた頃の、少し意地悪で余裕のある顔とはまた違った、男の顔。

　愛美への想いで切羽詰まったような彼に、愛おしさを感じた。

「んぅっ、あ、あぁぁっ……」

　快感に揺さぶられながら、腕を引き寄せて、彼にキスをする。

「んっ……ちゅっ……」

「愛美、んっ……」

　口づけをしながら中を突かれ、快感にふわふわと意識が飛んでいく。

　今日だけで何度絶頂したかわからない。それほど感じながら、愛美は拓海を抱き締めた。

「ん、あっあっ、んっ……」

　嬌声を上げながら、彼を受け入れる。

　自分の身体の中に、愛しい人がいる。その充実感が愛美を満たし、さらに快感を引き起こしてくる。愛美が拓海で気持ちよくなっているように、彼もまた自分の身体で感じてくれているのだ。

　そう思うと、幸福感が膨れ上がってくる。

「んっ、あっ、あぁっ」

　達した愛美は、ぎゅっと彼を抱き締める。広い肩幅とたくましい身体を感じながら、全身で彼を包み込もうとする。

「愛美、ぐっ……」

　その締め付けを受けて、拓海の全身にもぐっと力が入った。それと同時に、女筒の奥で、彼の雄茎が力強く跳ねる。

　熱いものを吐き出すその脈動が、愛美の中にしっかりと感じられた。

「う……あぁ……」

　快感に理性が溶かされている今、その解放が避妊具越しであることを、少しだけ惜しく感じてしまう。

「愛美……愛してる」

　そう言いながら、拓海がぎゅっと抱き締める。

　二人きりのオフィス。熱い身体と、まだ整っていない荒い息だけが存在していた。

　薄暗いその中で、二人は快楽の波が収まるまで、しばらく抱き合っていたのだった。
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　案内されて席につくと、すぐ側の窓から夜景が見える。

　ビル群や車の明かり。日常的に目にしているときはなんでもないそれらも、こうして細かく把握できないほど上から見下ろしていると、綺麗に映った。

　西浜家に引き取られた愛美は、こういった高級レストランに連れられてきたこともあったものの、基本的に『西浜のお嬢様』として気を張っていることがほとんどだったので、こうして夜景を眺める機会は、あまりなかったのだ。

　いつも緊張しながら、会う人に失礼がないように、ちゃんと顔を覚えられるように、ということでいっぱいいっぱいだった。

　根が庶民なので、今もこの高級感には若干緊張しているけれども、目の前にいるのは拓海だけなので幾分落ち着くことができた。

　愛美の誕生日を祝うため、彼が予約をとってくれたのだった。二人きりで過ごす誕生日、という響きがもう甘く、愛美の心を浮つかせる。

　思えばこういった場に来るときは、いつも義母のプレッシャーを感じていた。

　そこから解き放たれるだけで、こういった場がいかに配慮され、居心地よく作られているかを感じることができていたのだった。

　程なくして、食前酒が運ばれてくる。

「愛美、誕生日おめでとう」

「ありがとうございます」

　見せつけるためのパーティーではなく、こうして祝ってもらえるのが珍しくて、愛美は少し不思議な気持ちで笑みを浮かべた。

　西浜の家にいた大学時代までは、対外的なパーティーに駆り出されることばかりだったし、社会人ともなるとあまり友達同士でも祝うこともなかった。

　ましてや、高級ホテルのレストランで、というのはなかなかにハードルが高い。

　けれど、拓海は慣れた様子でそつなく導いてくれる。

　運ばれてくるコース料理を楽しみながら、拓海との談笑を楽しむ。

　結婚によって上司と部下という立場から一気に関係が変わって、まだ日は浅い。

　そのため、探り探り、という部分もあるものの、拓海は会社での評判と同じように冷静ながら気が利くし、一緒にいて過ごしやすかった。

　それでいて、時折少し強引で野獣っぽいところがある。

　迫られると、最初は困りもするのだが、結局いつも最後には悪いようにならないのが、なおさらたちが悪いというような気もした。

　思い出すと恥ずかしくなってしまうので、愛美はその思考を頭の隅へと押しやった。

「なんだか、不思議な感じがします。こんな風に祝ってもらえるなんて」

　愛美が口にすると、拓海はまっすぐに彼女を見つめた。

　整った顔立ちの拓海に視線を向けられるのは、まだ恥ずかしい。最近は一緒に暮らし、顔を合わせる機会が格段に増えてはいるものの、改めて見つめられると照れてしまう。

　拓海が熱心に目を向けてくるのは二人きりの時ばかりだから、というのもあるかもしれない。

　誕生日を祝われるのが不思議、と口にした愛美のことを見つめながら拓海は考える仕草をした。

　そして愛美を正面から捉え、改めて口にした。

「君が生まれてきてくれてよかったよ」

「拓海さん……？」

　実母と暮らしていたときはともかく──西浜の家に引き取られてから、大手ながら凋落しつつあった会社を支える父が忙しかったこともあり、義母と接することの多かった愛美は、面と向かってそう言われて戸惑いを覚えた。

　義母が愛美を道具としか扱っていないのはわかりきっていたことだったし、その義母の口を通してではあるが、父が愛美を思っていない、といったことも聞かされていた。

　実際に、機会こそ少ないものの直接会った父からは、不器用ながらそれなりに親の愛みたいなものを感じなくもなかったが、義母との関係がいいとはいえない中で、まだ子どもだった自分が願望を込めてそう感じ取っただけだ、と言われればそうである気もしている。

　母親にしても、一人で自分を育てようと頑張っていなければ、もっと健康で長生きできたのではないだろうか、と考えたことだって何度もあった。

　だから愛美は誕生日を──自分が生まれてきたということを、あまり肯定的に捉えたことがなかった。

　とはいえそこまで悲観的に考えているわけでもなくて、周りほど祝われるものでもなかった、というだけだ。

　それなりにいい生活を送ってきているとは思うし、楽しいこともたくさんあった。誕生日が嬉しい日でないくらいは、なんとも思っていないつもりだった。

　そんな愛美に、拓海は言葉を続ける。

「今、こうして一緒にいられるのは、愛美が生まれてきてれたおかげだからな」

　そう言って、いつもよりも優しく微笑む拓海の姿に、愛美の胸がきゅっと反応した。

　二人きりのときにだけ見せる、新しい拓海の表情。

　拓海がそっと愛美の手をとって、軽く指を撫でる。その薬指には、彼から送られた指輪があった。

　ダイヤをあしらったもので、婚約指輪に近いものだ。

　仕事中はつけられないものだが、こういった場所では違和感なくつけていられる。

　また、この指輪は拓海のパートナーとして送られたものなので、強く関係を意識させるものでもあった。

　その指輪に触れながら、拓海が続けた。

「これからも、俺と一緒にいてくれ」

「……はい」

　まっすぐに見つめられて、少し照れながら愛美はうなずく。

　レストランも指輪も、西浜の娘として経験がないものではなかったが、義母に連れられていたときとは明らかに異なる、温かさと居心地のよさがあった。

　それはきっと、拓海と一緒にいるからだ。

　最初は、家同士の決めた、ただの政略結婚だった。

　愛美も拓海も、それぞれそういった家だということはわかっていて、ある程度の覚悟もできていた。

　だから、相手が誰であれ、受け入れてはいただろう。

　特に愛美には、選択肢などないに等しかった。幼い頃から義母に言い含められ、家のために役立て、と言われれば断ることなどできない。

　けれど、今は相手が拓海で心からよかったと思っている。政略結婚でもなければ、こうして彼と近づくことも、会社とは違う彼の一面を知ることもなかっただろう。

　彼と、ずっと一緒にいたい。

　そう思って微笑む愛美を、拓海を嬉しそうに眺めているのだった。







第三章　これからも一緒に








　対外的な式や会社同士の合併など表向きの動きはまだないものの、ＴＶＡとニシハマの動きはすでに外部にも伝わっており、あとはタイミング、という段階まできていた。

　話が大きく、関わる人が増えるほど、動きは緩やかになる。

　愛美自身はそれらの動きに直接関わることはなかったものの、拓海とともに挨拶を受けることは多くなっていき、着実に物事が進んでいるのを感じていた。

　そんなある日、愛美は義母に呼び出される。

　実家に戻ると、義母はいつもどおり明確に線を引いた態度で愛美を出迎えた。

　義母がこうして、わざわざ愛美を呼び出してする話がいいものであったことはほとんどない。

　数少ない例外が、拓海との結婚だった。

　それも元はといえば、単にニシハマ産業の事を考えた縁談を組んだだけということで、結果論だったけれど。

　ただ、最初は政略結婚だったとはいえ、拓海と暮らし、愛される中で、愛美の心は解きほぐされていった。

　義母が愛美に線を引いているように、愛美自身もどこか、他人に線を引いていた部分がある。

　それは義母との関係の中で、愛美が身につけ無意識に行っていたことだった。人と楽しく話すことはあっても、心の奥までは踏み込ませない。

　しかしそんな線も拓海は半ば強引に踏み超えて、愛美を抱きしめてしまった。

　そのおかげで、愛美には少し余裕ができて、義母の呼び出しにも、前ほど怯えることはなくなっていた。

「今日お呼びしたのは、滝本さんとの件です」

「はい」

　いよいよ式の日取りが決まったのか、あるいはその前に大きなお披露目パーティーを行うのか。

　何にせよ愛美にはすべて決まった後で連絡が来るだけで、口を挟む余地などない。

　ただ、今の愛美は、もう拓海の──滝本の家に嫁いだ身だ。そういった諸々の連絡も、拓海からされるもののはずで……と、見慣れたはずの、義母の冷たい表情に悪い予感を抱いた途端、彼女は何でもないことのように言った。

「滝本さんと別れなさい。合併の件は取りやめです」

「な、なぜですか？」

　反射的に尋ね返した愛美に、義母の麻理恵は眉をひそめた。

　これまでであればその表情にすくみ、すぐに「わかりました」と返事をし直す愛美だったが、拓海との関係に関わってくるのであれば、引くことはできなかった。

「理由など……なんでもいいでしょう。ニシハマのためです。あなたはただ、従っていればいいんです」

　麻理恵はそう言うが、愛美には理解できなかった。

　ニシハマ産業とＴＶＡの合併は、もちろん双方に利益がある。それを前提とした上でだが、苦境に陥りつつあるニシハマ産業の方に利の大きい話だった。

　変化していくエネルギー事業の波に取り残されたニシハマ産業は、今すぐにどうこうなる心配こそないものの、緩やかな下降傾向にあり、十年後、二十年後はどうなっているかわからない。

　そこまで怪しくなってからでは、相手方にも利益がなくなり、まともな合併も行えないだろう。

　今回の話は、明らかに利益で成り立っている。西浜側からそれを破棄するなんて、通常では考えられないことだ。

　一番容易に考えられるのは、もっといい条件が他から提示された、ということ。

　しかし義母は、乗り換えを恥知らずだと感じるような気位の高さとは無縁の人間だ。よりいい条件を提示されたというのなら、それを喜々として自慢しながら愛美に新しい話を持ってくるはずである。

　つまり、その線はない。

　だとすれば利益とは別の部分──例えば、社長夫人という肩書きを手放したくなくなった、というのも考えられるが、さすがにこの段階になってそれはないだろう。

　麻理恵の行動は明らかにおかしい。果たして、これは父が決めた上での話なのだろうか。

　これまでは疑問に思わなかった義母の言葉に、愛美は不信感を抱いた。

　麻理恵の方もそれを感じ取ったのか、理由を付け足す。

「ここまできて破談にするからこそ、ＴＶＡに打撃を与えられるのです」

　そう言い切る義母が、愛美に冷たく目を向ける。

　確かに、ここで破談となればＴＶＡに打撃を与えられはするだろう。しかし同時に、ニシハマ産業も打撃を受ける。

　そして、まだまだ成長し上昇しているＴＶＡはまだしも、すでに落ち目になっているニシハマ産業の方が、リカバリーがききにくい分ダメージは大きい。

　麻理恵の言うことは、明らかに間違っていた。

「愛美さんは、私の言うことを聞いていればいいのです。ここまであなたの面倒を見てきた恩を、忘れたわけではありませんね？」

　義母はそう言うと、愛美を探るように見る。

　麻理恵が間違っているのは、今に始まったことじゃない。

　これまでも彼女のおかげで、愛美は様々な面倒を抱え込むことがあった。

　彼女からしてみれば、それはこれまで面倒を見てあげたのだから当然、ということらしいが……。

　たとえ間違っていようと、理不尽であろうと、義母に逆らうという考えを起こし、ましてやそれを実行に移すなんてことは愛美にはできなかった。

　それは決して恩や信頼などではなく、幼い頃から植え付けられ続けてきた、呪いのようなものだった。

　結局、愛美は曖昧に濁した答えを残して、実家を後にした。

　愛美が逆らうなどと考えてもいない麻理恵は、その返事を受諾と疑いもせず、比較的機嫌よく愛美を送り出していたのだった。
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　実家を出ても、愛美の中に渦巻く動揺は晴れることがなかった。

　楔のように愛美に打ち込まれた義母の言葉と、拓海と過ごした時間。

　感情でも理性でも、拓海の方が大切なのはわかりきっている。麻理恵の言葉は気にするものではないし、少なくとも父に確認を取るのが必要なほど胡乱だ。

　しかし、愛美はそうできなかった。

　万が一、父親まで拓海と別れろと言ってきた場合、混乱はより深まってしまう。義母が間違っている可能性の方が高いとは思う。だが、愛美には知らされていないなにかがあって、状況が変化している可能性だって十分にあった。

　そう考えている時点で別れる気などないのはわかりきっていることだったが、長年染み付いた義母からの命令は絶対という前提を払拭するのは難しかった。

　解決方法なんて見つかるわけもないまま、愛美は帰宅する。

「おかえり」

　玄関をくぐった途端、拓海の声が飛んできた。

　一人暮らしの最中はもちろん、実家でもかけられることのほとんどなかった言葉だ。

　最初はなんだか不思議な感じがして、戸惑ったのを覚えている。

　だけど今ではすっかりと、耳に馴染んでいた。

「ただいま」

　そう答えた愛美がリビングに入ると、拓海がすっと席を立つ。休日の彼は仕事場とは違うラフな格好をしているが、それでもだらしなくならず見えるのは、スタイルと姿勢がいいからだろう。

「実家はどうだった？　コーヒーでも淹れようか」

　愛美が何を言われてきたか知るはずもない拓海は、そう言ってキッチンへと向かおうとしたところで、愛美の様子に気づき足を止めた。

「どうした？」

「えっ……と……」

　動揺を隠しきれない愛美を、拓海は気遣うような表情で覗き込んでくる。

　愛美は半ば反射的に目をそらすが、それを見た拓海はがっしりと頭を押さえて愛美を逃さなかった。

　思ったよりも近い距離で見つめられてどきっとするが、こちらを見据える拓海の瞳は驚くほどに真剣で、小さく息を呑んだ。

　一緒に暮らし始めてからというもの、拓海はいつだって自分を気遣ってくれた。今だって、愛美の様子にいち早く気づいてこうして心配してくれている。

　そんな彼を相手にごまかすなんてできっこなくて、愛美はしばらく逡巡した後に、義母に拓海と別れるように言われたこと、そして義母には逆らえない事を拓海にぽつぽつと告げるのだった。

　その話を聞いた拓海は、深く頷いてから言った。

「愛美の言う通り、すぐに割り切れるような問題じゃないと思う……」

　静かな響きを含んだ物言いに、愛美は俯かせた顔を小さく縦に振る。

「だけど、もう親の言うとおりなんかにしなくていいんだ」

　小さい子に向けるような優しい声音に、思わず顔を上げた。すると、拓海は包み込むような温かさを宿した瞳でこちらを見つめていた。

　やんわりと諭すようなその言葉は、じんわりと愛美の中に染みていく。

「愛美は、どうしたい？」

　これまでは、義母の言うとおりでも、別にいいと思っていた。

　そういうものだと思っていたし、そう思っていれば、それで構わなかった。

　けれど、拓海と暮らすようになって。

　その生活に罅を入れられそうになって。

　初めて、いやだと思った。

「拓海さん」

　愛美は、すぐ側の拓海をぎゅっと抱きしめた。

　自分よりも、ずっと広い肩幅。

　拓海が優しく、抱きしめ返してくれる。

　その胸の中で、愛美は初めて、義母への反抗を決意したのだった。
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　実家で拓海と別れるように言われてから数日後。

　拓海から声をかけられて、愛美は彼とともに実家へと向かうことになった。

　なんでも、両親とはすでに約束を取り付けているらしい。

　愛美の記憶でも常に忙しい父親があっさり約束をするなんて、とも思ったが、拓海はＴＶＡの次期社長だ。

　合併の話が出ている今、そう邪険にできる相手ではない。

　あるいはそういった付き合いも仕事の一環だから、父はあっさりと会うことにしたのかもしれない、と愛美は考えた。

　四人は愛美の実家に集まり、顔を合わせることになった。

　寒々しいだけの印象だった西浜家の応接間も、こうして四人集まると随分と立派なものに思える。

　久々に会う父は、随分と老け込んだように感じられた。

　いつも忙しくしていて、それが普通の父だったが、この姿を見ると、身体が心配になってくる。

　長く右肩下がりになっているニシハマ産業を何とかするため、父はずっと頑張ってきたのだろう。子どもとしては──特に、引き取られた先で義母と上手くいっていたとは言い難い愛美からすれば、仕事ばかりの父を恨めしく思った頃もあったが、老いた姿をみると、そういったわだかまりも過去のものになっていく気がした。

　かつてのように東奔西走するのは、もう難しいだろう。ニシハマを支える、別の力が必要だ。

　そういう意味でも、ＴＶＡとの合併はいい話なのかもしれないな、と愛美は思った。

　そんな父と目が合い、愛美は少し戸惑う。こうして改めて顔を合わせることはあまりなかったので、いざ面と向かうと距離感がつかめない。

　良好な関係とは言い難かったけれど……それでも、まだ義母の方が扱い方もわかる。愛美がひたすら折れるというだけだが。

　そんな風に愛美が落ち着かない気持ちでいると、拓海が話を切り出す。

　それに合わせて、愛美が義母の麻理恵に目を向けると、彼女は不機嫌そうに父を見ているのだった。

「愛美さんと私に別れるように、という話があったようですが……」

　拓海がそう話すと、麻理恵は顔をしかめ、愛美の父は驚いたような表情になった。

　やはり、あれは義母が勝手に言い出したことらしい。麻理恵の反応から、それは明らかだと愛美は思った。

　三者三様の反応を、確認はしつつ対応せずに、拓海は話を進める。

「ニシハマ産業のため、というにはおかしな話だと思っていましたが、麻理恵さん」

　話題を振られた麻理恵は硬い表情を作ると、拓海へ毅然とした目を向ける。

　その視線を受け止めてもなお、拓海は仕事モードと同じクールなままだった。

　麻理恵の視線が苦手な愛美は、その様子を頼もしく思うと同時に、何が始まるのだろうか、と疑問を抱く。

「どうやら、別の理由があるみたいですね」

　そう言って拓海が取り出したのは、一通の封筒だった。

　それを見た途端、麻理恵の顔色が変わる。

　その封筒の宛先は、現ＴＶＡ社長──つまり、拓海の父親。

　そして送り主は麻理恵だった。

　接点のなさそうな二人だが、そうではなかったらしい。

　その封筒は丁寧に保存されていたようであるものの、かなり古いものであるのが見て取れた。

　つまり、麻理恵たちが若い頃のものだ。

　そこから、彼女たちの昔話が始まる。

　西浜の娘である愛美が政略結婚だったように、親の世代ももちろん家の都合による結婚だった。

　今よりも家同士の結婚というものが主流となっていた時代であり、当然の流れだったという。

　その頃はまだエネルギー事情が変化する前で、ニシハマ産業は業績も順調な右肩上がりの会社だった。

　若くして会社を継いだ愛美の父は、どんどんと会社を成長させている状態だった。

　そんな中、麻理恵との結婚話が持ち上がる。

　当時の麻理恵は拓海の父親に好意を抱いていたのだが、結婚が家同士のつながりを意味していた時代。

　結局、麻理恵は西浜に嫁ぐ事になったのだった。

　未練のあった麻理恵との結婚生活は順調とは言えず、愛美の父は愛美の母と親しくなっていく。

　そして愛美が産まれ、後に西浜に引き取られてきた。

　その頃、エネルギー業界には変化があり、その波と相性の悪かったニシハマ産業は苦境に立たされることになった。そして愛美の父は会社を立て直すために仕事に没頭していった。

　残されたのは、引き取られた愛美と、麻理恵だ。

　自分をこんな境遇に追いやった一番の悪である親にはもう復讐できず、やり場のない怒りは夫に、そしてその娘である愛美へと向いていく。

　それが、過去にあったこと。

　麻理恵が政略結婚を持ち出し、途中で壊そうとした動機でもある。

　拓海と愛美の結婚が失敗すれば、それはそのままＴＶＡとニシハマの合併にも支障をきたすことになる。

　ＴＶＡも打撃を受けるし、ニシハマはもっとストレートに寿命を縮めることになるだろう。

　麻理恵の狙いはそれだった。

　ニシハマに打撃を与えたかったと考えれば、突然愛美に「拓海と別れろ」と言ってきたのも、うなずける。

　話を終えた拓海は全体を見回す。

　すべてが明かされたところで、愛美は父へと目を向けた。思案顔の彼が何を考えているのか、愛美には読み取れなかった。

　そんな中、神妙な面持ちをしていた麻理恵が愛美を見た。揺らいでいるその瞳は、愛美が初めて見るものだった。

「誰かに決められた結婚で、幸せになることはできませんよ」

　それはきっと、麻理恵の実感で。

「はじめはただの利害でも……愛を育んでいくことはできます」

　愛美は拓海へと目を向けながら答えた。

「そうですか」

　麻理恵は平坦な声を出すと、視線を拓海へと向ける。

　そのまま目を伏せた。

　拓海は愛美を抱き寄せると、父の方へと声をかける。

「俺はこれから、愛美と生きていきます……お義父さん」

「そうか……」

　その言葉に、父は頷いた。

「愛美を……いや、二人で幸せになってくれ」

　ぶっきらぼうにも聞こえる口調でそう言った父を、愛美は眩しそうに眺めたのだった。





◆






　時間は流れ、愛美と拓海は引っ越しの準備をしていた。

　これまでは拓海のタワーマンションで一緒に暮らしていたが、準備が整ったため夫婦としての一戸建てへと引っ越すのだ。

　建築に時間がかかっていたが、様々なタイミングやバランスの結果、正式に結婚を発表するのに合わせて引っ越し、その後式を挙げる、という形になっていた。

　そんなわけで、二人は着々と荷造りを進めていた。

　今回の荷造りは、愛美の方が作業量が少ない。

　元々、一軒家の話が上がっていたこともあり、一時的に持ち込んだだけで、開けていない荷物も多かったからだ。

　一人暮らしの愛美の部屋で使っていたが、拓海の部屋では特に使わなそうなものは、そのままダンボールにまとめてある。

　季節外れの服などはその最たるもので、下手に開けるよりはそのまま持っていく方が楽だ。

　元々ブランド志向でもないので、そこまで管理に気を使わないといけない服もない。

「こっちが、もう送っちゃっていい分？」

「はい」

　早い段階から準備を進め、送れるものから送ってしまう。

　両方の物件を使えるからこそできる贅沢なやり方だが、そのおかげで引っ越しは随分と楽だった。

「わかった」

　そういって、拓海がダンボール箱を抱える。

　愛美はその後姿を見送った。

　会社と違って、ラフな格好の拓海。

　すらりと伸びた脚やたくましい肩を後ろから眺めていると、改めてその格好良さがわかる。

　そんな風に見とれていたため、引越し準備で乱雑とした部屋の中、愛美はバランスを崩しかけて、とっさに近くのダンボールに手をついた。

「あっ……」

　それでダンボールが倒れて怪我を──なんてことはなかったものの、体重をかけてしがみついたため、ダンボールが軽くへこみ、形が崩れてしまった。

　これから運ぶことを考えたら取り替えた方がいいだろう。

「よいしょっと」

　そう思った愛美はそのダンボールを端に避け、詰め替えるべく箱を開けて──硬直した。

　運悪く、そのダンボールに入っていたのは一人用のアイテムだった。

　いわゆるラブグッズや、書籍たちだ。

　あれよあれよという間に結婚が決まり、家を引き払う時に、とりあえず詰めて持ってきたものたち。

　拓海と暮らすようになってからは、いろんな意味で出番のなかったものたちだ。

　──コミックや小説はともかく、グッズ類は処分しておくべきだった……。

　そんな風に思った愛美の目前に、影がさす。

「ふうん。愛美ってこういうの好きなんだ」

「あっ、拓海さん」

　そういって伸びてきた手が、電気マッサージ器を掴む。それは肩こりにも使えるものだったが、愛美の用途はもちろんそうではなく……そんなグッズを拓海が手にしていると思うと、恥ずかしさで顔から火を吹きそうだった。

「そういうのもいいかもな……」

　拓海はちょっと意地悪そうな、そして艷っぽい笑みを浮かべるのだった。

　拓海はさらっと愛美を抱き上げると、ベッドへと連れて行く。

　お姫様抱っこで運ばれるのは恥ずかしさと嬉しさが混じり合うが、少しは慣れてきたのか、今では嬉しさの方に傾いていた。

　ちょっと意地悪な表情をした拓海は、整った顔立ちのせいもあって、とても魅力的だ。

　ただ、その意地悪な笑みが、愛美を抱き上げるついでに彼が手にしているマッサージ器由来だというのが困ったところだった。

　そう考えている内に、ベッドへと横たえられる。

　そのままマッサージ器もベッドの上に置かれると、愛美は恥ずかしくなって思わず目をそらした。

　そんな彼女の上に覆いかぶさると、拓海は微笑んだ。

「どんな風に使うかは後々聞いてみるとして……」

　そういった拓海の手が頬を撫でて、そのままキスをしてきた。

「んッ……」

　最初は啄むような、軽いキス。

「んんッ……」

　それを何度か繰り返す内に、徐々にキスは深く、長くなっていく。

「んッ、んんッ……」

　触れ合う唇の熱が混ざり合う感覚に、愛美の理性が溶け始める。

　拓海の舌が伸ばされ、愛美の唇を軽くノックしてくる。開いたそこで舌先を絡めあうと、くすぐったいような快感が広がった。

「んッ、んんッ……ふぅ、んっ……」

　優しいキスと、情熱的なキス。それだけで愛美の身体は熱くなっていく。内側からはしたない蜜が溢れ出すのを感じた。

　キスそのものが幸せで気持ちいいのももちろんだが、拓海と身体を重ねる内に、キスの後にどうなるかを、もうすっかりと愛美の身体が覚えてしまっている。

　その意識がまた、彼のものにされているような気がして、愛美はどきどきと胸を高鳴らせた。

「愛美」

　彼の声が優しく名前を呼ぶと、服に手をかけてくる。

　自分よりも大きな彼の手が、丁寧に服を脱がせていった。脱がされるのは恥ずかしさもあるが、優しい拓海の手付きを感じられるので、好きになりつつもあった。

「んっ……」

　下着姿になった愛美の胸に、拓海が軽く顔を埋める。甘えるかのようなその仕草に愛しさがこみ上げ、軽く抱きしめようとすると、それよりも先にカップの内側へと忍び込んだ手が、愛美の膨らみを揉み上げた。

「あ、んっ……」

　可愛らしさは一瞬で、すぐにその男らしい手付きで攻められ始めてしまう。

　ブラジャーを脱がせた拓海の手は、愛美の感じるところをわかっているように、胸を揉みしだいていく。

　あるいは、愛美の方が、彼の愛撫で感じるようになってしまったのかもしれない。

「んぁ、あぁっ……」

「愛美は本当にエッチで可愛らしいな……」

　そう言いながら、拓海は胸元に顔を寄せ、吸い付いた。

「あっ……」

　かすかな痛みとともに、愛美の胸元にキスマークをつけた拓海が、意地悪な笑みで見上げてきた。ちらり、と刻まれた印を見た愛美の胸が、とくんと高鳴る。

　拓海は再び胸への愛撫を始める。彼の指の隙間から、柔肉がはみ出した。

「ん、あぁっ……」

　胸への愛撫で尖ってきた先端を、拓海の指が摘む。そのまま転がされるようにいじられると、愛美は快感に身体を揺らした。

「んぅ、あ、んっ……」

「このまま胸だけでいっぱい感じてもらうのもいいけど……今日は折角のアイテムもあるしな」

　そう言ってちらりとマッサージ器に目を向ける拓海に、愛美の顔がぼっと熱くなる。改めて指摘されると、やはり恥ずかしい。

　マッサージ器という名目ではあるものの、愛美がそれを持っていたのは、自分を慰めるためなのだから。

「うぅ……」

「恥ずかしがる姿も可愛いな。ほら、ちょっと腰を上げて」

「ん、あぁ……」

　拓海は下半身に纏っているものも脱がせていき、愛美を丸裸にしてしまう。閉じた脚の中心は、胸への愛撫でもう潤っていた。

「脚、開いて……。それとも、俺に開かれる方が好きなのかな」

　言いながら、拓海は愛美の腿を掴み、優しく力を込めてくる。恥ずかしさを感じながらも、愛美は抵抗することなく、脚を開く。

　遮るもののない秘部が、彼の前に晒されてしまった。

「さて、それじゃ、早速始めようか」

　拓海はマッサージ器を除菌シートで綺麗にすると、スイッチを入れる。

　いやらしい──と感じてしまう駆動音とともに、マッサージ器が震え始めた。

「あっ……」

　拓海はマッサージ器を手に持って、愛美の身体近くで振動させる。触れるか触れないか、という距離で、首筋から胸のあたりを揺らめかせた。

「んっ……」

　マッサージ器の音と、触れそうで触れないもどかしさ。準備を始めてしまった身体が快感を求めるのもの、直接的な刺激は与えられない。

　拓海はお腹から秘部へ向けてマッサージ器を動かすものの、やはり直接は触れさせてこない。

　触れるか触れないかの位置を保ったまま、愛美の全身を焦らすように動いている。

「た、拓海さん……」

　焦らされたままの愛美が声を上げると、拓海は意地悪な笑みを浮かべている。彼が、自分だけに見せる顔だ。

「どうした？」

　わかっているくせにそう言う拓海に、愛美はきゅっと唇を引き結んだ。触れてほしいのは事実だがそれを自分から言うのは、あまりにもはしたない。

　ただおねだりするだけでも恥ずかしいのに、彼が手にしているのが愛美のマッサージ器となれば尚更だ。

　拓海は「言ってくれないとわからないな」なんて言いながら、愛美のすぐ側でマッサージ器を動かしている。

「うぅ……」

　駆動音とすぐ側を通るマッサージ器に翻弄され、触られてもいないのに、身体の奥が熱くなってきてしまう。

「ほら、どうしてほしい？」

　尋ねる拓海の笑みは邪で、そんな悪戯めいた表情すらかっこいいのが少し悔しい。そんな彼に押される形で、そして焦らされて冷静でない頭で、愛美は口にする。

「触って……くださいっ」

「そんなにマッサージ器がいいんだ？」

「そんな、んぁっ、ああぁぁっ」

　拓海の物言いに言い返す間もなく、彼はマッサージ器を愛美の敏感な場所へと押し当てた。

　そこは、先程までの焦らしによって既に潤みを帯びており、いよいよ触れたマッサージ器の刺激に、敏感に反応してしまった。

「あっ、ん、んぅっ……」

　拓海の手が、マッサージ器を駆使して愛美の秘部を攻め立ててくる。待ち望んでいた以上の快感に、愛美は嬌声を上げて、その身を震わせた。

「んぁ、あっ。あああっ……」

「そんなに可愛い声を上げて……愛美はすごくいやらしいんだな」

「そんな、こと、んぅっ……」

　心地よい振動が愛美を導いてくる。拓海に触れられるようになる前、親しんできた快感だ。

　すっかりと慣らされている愛美の身体は、久々の快感にしっかりと反応してしまう。

「んぁ、ああぁっ……」

「ふうん。愛美はこうやって一人でしてたのか？」

「んっ、う、うぅ……」

　問いかける拓海に小さく首を振ると、愛美は漏れる嬌声を抑えようとした。

　しかし、マッサージ器は容赦なく愛美の秘部を攻め立て、感じさせてくる。

「ふっ、ん、あぁっ……」

　拓海の前で、マッサージ器に感じさせられるのは、彼自身の手で感じるよりも遥かに恥ずかしかった。

　押し当てて反応を探るだけな分、拓海自身に余裕があるせいかもしれない。あるいは、一人での秘め事を暴かれているようなものだからかもしれない。

「う、あぁ……」

　それを意識すると、理性とは裏腹に、愛美の本能はさらに感覚を尖らせた。

　これまで以上に恥ずかしい姿を拓海に見られ、その羞恥が快感へと繋がっていく。

　そうしている内に、拓海の操るマッサージ器は秘部の上部、敏感な淫芽に軽く押し当てられた。

「ひうっ……んっ」

　はしたない嬌声を上げてしまった愛美がすぐに唇を引き締めるものの、その反応を見た拓海は、優しく花芯へとマッサージ器を押し当ててきた。

「んっ、んんっ……あ、あぁぁぁっ」

　感じやすい芽を攻められて、愛美の身体が跳ねる。一度焦らされて高められた後に弱い所を刺激されて、なす術もなく達してしまう。

　そんな愛美を見た拓海は、また意地悪そうな笑みを浮かべた。

「感じやすい愛美は可愛いけど、それが俺の手じゃないっていうのは、ちょっと嫉妬しちゃうな……」

　自分で攻めておいてそんなことを言う拓海だったが、未だ快感の波にさらわれている愛美には言い返す余裕などなかった。

「もうこんなに濡らして……ほら」

「あ、んぅっ……拓海さん、んっ」

　マッサージ器をどけ、拓海の指が直接蜜口へと触れてくる。機械とは違う、温かな彼の指に触れられた途端、身体の内側がきゅんと疼いた。

　マッサージ器による単純な気持ちよさではなく、身体が彼を求めているのがわかった。

　拓海の指は、割れ目を押し入って、内側へと入ってくる。少し筋張った彼の指が、愛美の内襞を擦り上げた。

「ん、う、あぁぁっ……」

　先程とは明確に違う種類の気持ちよさ。それに声を漏らすと、自身も裸になった拓海がゆっくりと覆いかぶさってきた。

　男らしい腹筋の下には、雄々しい滾りが見えている。それに与えられる快感を思い出して、内側から蜜が溢れ出した。

「愛美……」

「んッ……」

　彼はその雄竿を蜜口へとあてがい、ゆっくりと腰を進めてくる。もう十分に潤んでいるその蜜壺は、彼のものをしっかりと咥えこんでいった。

　拓海はそのまま、ゆっくりと腰を動かし始める。愛美の体内を、彼の分身がかき分け、擦り上げる。

「ん、あふっ……」

　思わず声を漏らすと、拓海と目が合う。彼はいつもの優しげな笑み──ではなく、先程のような、妖しい笑みを浮かべていた。

　その手がベッドを探り、先程一度手放したマッサージ器を握る。

「拓海さん？」

　思わず問いかける愛美だったが、何をされるのかは薄っすらとわかっていた。それと同時に、期待で秘筒が締まる。その動きは、拓海の雄茎にも伝わっているだろう。

「あっ……んぅっ」

　拓海はマッサージ器を起動させると、繋がっているところのすぐ側、愛美の秘芯へとそれを押し当てる。

「あっ、ん、んぁっ……それ、だめ、んぅっ……」

　愛美があまりの快感に嬌声を上げた。

　蜜洞は拓海のものに擦られ、花芯はマッサージ器に揺さぶられる。

　内側と外側、二箇所を同時に攻められて、愛美はすぐにでも達してしまう。

「あ、ん、あぁぁぁっ」

　しかし当然、それだけで止まるはずがなかった。

　拓海は腰を動かして、襞粘膜を刺激してきた。彼のものは内側から愛美を満たし、しっかりと快感を教え込んでいく。

　そして敏感な淫芽にはマッサージ器が絶え間のない刺激を与え続けている。彼のようなぬくもりはないものの、慣れ親しんだ快感は、愛美を容易に感じさせるのだった。

「あっあっ、ん、うぅっ……」

　拓海と出会う前と、出会ってから。両方の快楽を同時に与えられて、もうどうすることもできずに、愛美は快楽の渦へと沈み込んでいく。

「はぁ、あっ、ん、あぁあっ！」

　機械音と、拓海の吐息。そして腰を打つ音は、淫靡な水音を含みながら部屋に響き渡る。

「あっ、あぁ……」

「愛美、すごくエロい顔してる……」

「や、やぁ……そんな、ん、見ないで、うぁ……」

　顔を背けては見るものの、気休めでしかない。自分でもわからないほど何度も絶頂を迎えている愛美は、その刺激に身体を震わせた。

「感じてる愛美は可愛いけど、やっぱりこれだとちょっと嫉妬してしまいそうだ」

　そう言った拓海は、マッサージ器を外すと、その雄竿も引き抜いてしまう。

「あっ……」

　引き抜かれる際に、その嵩高の先端に襞を擦られて、愛美が切なげな声を漏らす。

　そんな彼女を撫でながら、拓海は言った。

「愛美。そこ、そっちの鏡の前に、四つん這いになって」

「ん、う……」

　快感で溶かされている愛美は、拓海の低く魅力的な声に半ば無意識に従ってしまう。

「あっ……」

　そして言われたとおり、鏡の前で四つん這いになった彼女は、そこに映る自分を見て、身体を熱くさせた。

　無防備に四つん這いになる、裸の自分。丸みを帯びたお尻と、先程までの行為でぐっしょりと濡れてしまっている秘部を彼に晒している恥ずかしさもさることながら、強調するかのようにたゆんと揺れる胸。

　そしてなにより、熱に浮かされてすっかりと蕩けた表情。

（こんな顔、知らない……）

　拓海に抱かれるまで、浮かべたことのなかっただろう表情。

　今日、こうして鏡で見るまで自分さえ知らなかった、拓海だけが知っている、愛美の顔。

　潤んだ瞳に、上気して蕩けきっている表情。取り繕う余裕もない分、どこかあどけないようでいて、隙が多く誘うような、女の顔だ。

　彼がエロい顔、と言っている理由がわかった。自分は、彼に抱かれて、こんな表情を浮かべていたのだ。

「愛美……」

　そう思っていると、鏡越しに拓海の姿が見える。その顔は、とても淫靡な男のものだった。

　彼は愛美の腰を掴むとそのまま屹立を蜜口に押し当てて、再び挿入してくる。

「あっ、ん、うぅっ……」

　挿れられると、どこか安心感のようなものさえ覚える。

「今度は、俺だけでしっかり感じて、その感じてる様子もちゃんと見ててくれ」

「あっ……んっ……」

　拓海が腰を動かし始めると、思わず声が漏れてしまう。四つん這いになった正面では、彼に突かれている自分の姿。

（ああ……拓海さんの顔を、散々、男の顔って思ってきたけど……）

　鏡の中、彼に突かれて、身体を揺らしながら感じている、自分自身。

（私も、こんなにも女の顔をしちゃってる……）

「んぁ、あっあっ」

　こんな顔を見られていたなんて恥ずかしい、という思い以上に、彼によって女にされている、自分ですら知らない自分があることが、嬉しく思えた。

「愛美」

「あ、拓海さん、んっ……」

　鏡越しに見る拓海が、腰を振る。愛美の奥まで入ってくる雄茎によって、快感がどんどんと膨らんでいった。

「俺のものだけで、たくさん感じてくれ」

「んっ、あ、あぁぁぁっ」

　恥ずかしい姿を見ながら愛美は高みに達すると、全身に力が入る。

　ぎゅっと拓海のものを締め付けているのが、はっきりと分かった。

　これまでよりも大きな絶頂に、愛美の手はがくがくと震え、そのままベッドの上に崩れ落ちてしまう。

「あぁ……」

　繋がっている下半身だけを上に上げた状態の、あまりのはしたない姿に全身が熱くなる。

　けれど、それ以上の気持ちよさで、愛美は満たされていた。

　拓海は雄芯を引き抜くと、体力を使い果たした愛美を思いやるように寝かせる。

　愛美は仰向けに転がり、快楽の余韻に包まれながらも彼へと手を伸ばした。彼はまだ絶頂しておらず、天に向いた怒張はその硬さをはっきりと誇っている。

　拓海にも気持ちよくなってほしい。だから、彼を迎え入れたかった。

「拓海さん……来てください」

「愛美……そんな風に誘われたら……」

　一瞬、気付かわしげに愛美を見た拓海だったが、我慢できない、とばかりに覆いかぶさってくる。

　そして再び、愛美の中に彼が入ってきた。

「んっ、く、うぅっ……」

　彼が腰を打ち付けるたびに、気持ちよさがとめどなく愛美を突き上げてくる。そうしながらも拓海の手が、愛美の手を握った。

　一回りも二回りも大きい、拓海の手に包まれる。愛美はそこから、指を絡ませていった。

　自分の指が、彼の太い指と絡み合う。その状態できゅっと握ると、より深く繋がれる気がした。

「ん、あっ、ふぅっ……」

　彼のものは、もうすっかりと愛美の身体に馴染んでいる。

　自分の内側が彼だけのものになり、彼のものが愛美だけのものになっている感覚。

　深いところまで身体が繋がり、快感が高まっていく。

「ん、あっ、あぁっ……ん、私の中、拓海さんで満たされて、んっ……」

　そう声を上げると、拓海が色気に満ちた笑みを浮かべた。

「愛美は本当に、俺をその気にさせるのが上手いな」

「んッ、んんッ……」

　そして腰を動かしながら、口づけをしてきた。彼の唇が最初は軽く、しかしすぐに、もっとキスを深める。

「ちゅっ……ん、れろっ……」

　舌が伸びてくるのと同時に、手にもぎゅっと力が込められる。

　指先も舌先も絡み合わせながら、二人は深く交わり合った。

「んぁっ、あっ……ふ、んっ……」

　愛美が口を開けると、すぐに拓海の舌が入り込んでくる。上下両方で彼を受け入れていると、本当にひとつになっていく気がした。

「んっ、んんぅっ……」

　絡み合う指先に力が込もり、拓海の腰が深く内側を突いてくる。

「んぁ、あっ、ん、んぅッ……」

　そして一番深いところを突かれた拍子に、愛美は絶頂に達する。蜜洞が全力で愛しい男のものを締め上げて、その証をねだる。

　それに答えるように、拓海の雄茎は大きく脈動し、愛美の中を満たしていった。

「ん、ああっ……」

　唇を重ねながら、互いに絶頂する。

　やがてゆっくりと唇が離れると、すぐそばで拓海の顔を見つめる。

「拓海さん……好きです……」

「ああ、俺もだ。愛してる」

　その言葉を聞きながら、愛美は心地よいまどろみの中に意識を手放していくのだった。







エピローグ　結婚式








　その後、ＴＶＡとニシハマ産業は合併を進め、愛美たちの結婚式の準備も進んでいった。

　一度は大事になりかけた義母、麻理恵の行動も、拓海が冷静に対処してくれたおかげで問題にはならず、合併は無事行われる。

　その麻理恵自身も、拓海に過去を突きつけられてすべて話してしまったことで、溜め込んでいたものを吐き出してすっきりしたらしい。

　家のため、という大義名分を失い、その方面で動くことはできなくなったものの、かなり落ち着いて生活できているようだった。

　愛美も彼女に会ったが、これまでのような棘はなりを潜めていた。

　もちろん、これまでが嘘のように好意的で仲良し、なんてことはなかったが、嫌味なくぽつぽつと言葉をかわす程度の距離感は、今のところ最適に思えたのだった。

　問題は解決し、いよいよ結婚式の当日を迎える。

　ＴＶＡとニシハマの合併に関わる結婚ということで、披露宴には多くの人が訪れた。

　そちらがかなり大規模なパーティーになってしまうこともあり、式の方はこじんまりと、静かに行う事になっていた。

　愛美が数人がかりでドレスを着せてもらうと、新郎である拓海が控室に入ってきた。

「ああ……綺麗だな」

　思わず、といった感じで漏らす拓海に、愛美は少し照れてしまう。

　そういった拓海もタキシードがよく似合っていた。

　スタイルのいい彼がぴしりとした格好をすると、本当に様になる。

　会社でも人気の滝本部長が、さらに数割増しで魅力的だ。

　そんな彼は、スタッフがこのあとの段取りについて話すと、愛美のもとへ来る。

「このあと何時間も披露宴をするのが惜しいくらいだ」

　そういった拓海が、軽く愛美の手を取る。そして軽く口づけをすると「またあとで」と控室を出ていったのだった。

　式が近づいていく日々は緊張や不安もあったが、いざ当日を迎えると不思議と落ち着いていられた。

　職場のみんなからは様々なお祝いの言葉をかけてもらったし、友達は驚いたような反応が多かったものの、お祝いしてくれた。

　まあ、拓海は顔もスタイルもよく、おまけに次期社長だというのだから、それも無理はない。

　愛美自身も一応社長令嬢ではあるものの、あまりそういう雰囲気をまとってはいなかったし、親の金を派手に使うなんてこともなかったので、友人も意識していなかったのだ。

　そんな事を思い出しながら控え室にいると、スタッフが愛美に声をかけてくる。

　いよいよ、式が始まる。

　式場の扉が開くと、視線が集まってくる。お祝いの視線を一身に浴びるのはなんだか気恥ずかしくもあり、嬉しくもあった。

　ちょっと緊張した様子の父にエスコートされて、バージンロードを歩いていく。

　会社を支えることにいっぱいいっぱいだった父と、愛美がこうして並んで歩くのは珍しいことだった。

　それでも思い返せば、父は不器用ながら愛美に愛を向けてくれていた。

　麻理恵との関係もあって、あまりストレートに甘やかしていたわけではないけれど、大人になった今ならそれも理解することができた。

　そんな事を思い返していると、拓海のもとに到着する。

　父から拓海へとエスコート役が替わる。

「綺麗だ」

　小さくそう言って、拓海が笑みを浮かべた。

　半ば緊張の中、つつがなく式が進行していく。

　誓いの言葉を交わし、指輪交換を行うと、拓海がベールを持ち上げる。

　そして他の人には聞こえない声で言った。

「愛美、愛してる。ずっと一緒にいよう」

「はい」

　そして、拓海はそっとキスをした。

　最初は政略結婚で、様々な思惑の中には、決してよくないものもあったけれど。

　一緒に過ごす内に中は深まり、今は多くの祝福を受けて、式を挙げる事ができた。

　何よりこれからも、ずっと一緒にいられるのだ。

　愛美は幸せを感じながら、拓海を見つめるのだった。







あとがき








　はじめまして白しら雪ゆき優ゆ愛あと申します。

　今回、濃蜜ラブルージュ様で『ケダモノ御曹司の独占欲～政略結婚からはじまる淫靡な溺愛～』を書かせていただきました。お手にとっていただき、ありがとうございます。

　本作は政略結婚をテーマに書かせていただきました。

　政略結婚といっても、まるで知らない相手とではなく、相手は社内でも人気のある若手上司。主人公とは軽口を叩きあうくらい、恋愛じゃないけど好意的というちょっと微妙な距離感でのスタートです。

　知らない相手じゃないし、政略結婚の相手としては、むしろ上手くやっていけそうでいいかも、なんて考えていた主人公ですが、相手の方はもっと乗り気で……という感じのお話になっております。

　クールで気が利くようでいて、時には強引な御曹司といきなり始まる結婚生活。

　職場での姿とは違う、二人きりの時に見せる表情や仕草っていいですよね。

　それにやっぱり、スーツ姿は定番！

　上司と部下、という関係なので、家ではもちろんオフィスでも……といったところも楽しんでいただけると幸いです。

　最後に謝辞を。

　本作を担当してくださった編集様、どうにか完成までこぎつけたのは様々なお力添えがあってのことです。ありがとうございました。

　イラストを担当してくださった藤浪まり様、クールでセクシーな拓海と、可愛らしい愛美を描いてくださり、本当にありがとうございます！

　そしてこの作品を手にしてくださった皆様に、大きな感謝を。

　またどこかでお会いできることを願っております。





白雪優愛
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